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(57)【要約】
　構造式（ＸＩＩ）および（ＸＶ）で表される化合物、
および該化合物を含む重合可能なホログラフィック記録
媒体。構造式（ＸＩＩ）、（ＸＩＩＡ）、および（ＸＶ
）の変数は、本願において定義される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造式（ＸＩＩ）で表される化合物であって、

式中、
       Ｘ１は、各発生において、独立して、共有結合であるか、または任意に置換され
たＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置
換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン基、－Ｙ１－［
Ｏ－Ｙ１］ｓ－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｏ－
Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２

－Ｙ１－であり、
Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アル
キル、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または任意に置換されたア
リール、または任意に置換されたヘテロアリールであり、
Ａｒ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたアリール、または任意に置換さ
れたヘテロアリールであり、
各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意に置換されたＣ３
～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アル
ケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキ
シル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換
されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン
基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
ｓは、０、または１から８までの整数である、化合物。
【請求項２】
　前記化合物の屈折率は、１．５５０以上である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　前記化合物の粘度は、１７５センチストークスより大きい、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　式（ＸＩＩ）において、少なくとも１つのＸ１－Ａｒ１基は、他のＸ１－Ａｒ１基と異
なる、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　構造式（ＸＩＩ）において、少なくとも１つのＡｒ１基は、他のＡｒ１基と異なる、請
求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　構造式（ＸＸ）で表され、

       式中、ナフトは、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１
２アルケンもしくはＣ２～Ｃ１２アルキン、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２
ハロアルキル、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオ
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キシ、任意に置換されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で任意に置換
されたナフチルであり、ａおよびｂは、独立して、ａ＋ｂ＝４となるような１から３まで
の正の整数である、請求項４に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｘ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意
に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールア
ルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－である
、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１～Ｃ１
２アリールアルキレンであり、Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキ
ル基、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、Ｃ１～Ｃ１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、
ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ
基または任意に置換されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールである、請求
項７に記載の化合物。
【請求項９】
　Ａｒ１は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンも
しくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオ
キシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、または任意に置換されたアリールアミノから選択され
る１つ以上の置換基でそれぞれ任意に置換された、フェニル、ビフェニル、ナフチル、フ
ェナントリル、アントラセニル、ピレニル、フルオランチルまたはフルオレニルから選択
される、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、（ｉ）１つ以上のハロゲン、ヒド
ロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１２ハロア
ルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロ
アルキル、または、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ
、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～
Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルである、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｘ１は－（ＣＨＲ’）ｎであり、
ｎは１から１２であり、
Ｒ’は、各発生において、独立して、
（ｉ）水素、または
（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アル
ケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ
１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ
１２シクロアルキル、または、
（ｉｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２ア
ルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換され
たアリールオキシ基、アリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換さ
れたフェニルである、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　構造式（ＸＸＩＩ）で表され、



(4) JP 2009-511638 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

       式中、ｙは２から６の正の整数である、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ａｒ１は、各発生において、独立して、

、

、または

である、請求項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｘ１は－（ＣＨ２）２－または－（ＣＨ２）３－であり、ｙは２または３であり、Ｒａ

１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およ
びＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはフェニ
ルである、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｘ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意
に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールア
ルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－である
、請求項１に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１～Ｃ１
２アリールアルキレンであり、Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキ
ル基、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、アルケンもしくはアルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、
Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換された
ジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールである、請求項１５に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ａｒ１は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキ
ン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロア
ルキル、または任意に置換されたアリールアミノから選択される１つ以上の置換基でそれ
ぞれ任意に置換される、フェニル、ビフェニル、ナフチル、フェナントリル、アントラセ
ニル、ピレニル、フルオランチルまたはフルオレニルから選択される、請求項１６に記載
の化合物。
【請求項１８】
　Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、（ｉ）１つ以上のハロゲン、ヒド
ロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１２ハロア
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アルキル、または、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ
、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～
Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルである、請求項１７に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｘ１は－（ＣＨＲ’）ｎ－であり、
ｎは１から１２であり、
Ｒ’は、各発生において、独立して、
（ｉ）水素、または
（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アル
ケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ
１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ
１２シクロアルキル、または、
（ｉｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２ア
ルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換され
たアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキ
ルで任意に置換されたフェニルである、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
　Ａｒ１は、各発生において、独立して、

、

、または

である、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２１】
　Ｘ１は－（ＣＨ２）２－または－（ＣＨ２）３－であり、ｙは２または３であり、Ｒａ

１およびＲｂ１は、各発生において、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、
Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、
任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ
１２ハロアルキルで任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはフェニルである、
請求項２０に記載の化合物。
【請求項２２】
　構造式（ＸＩ）
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で表される、請求項２１に記載の化合物。
【請求項２３】
　Ａｒ１は、Ｓｉ－Ｏ基を介して中心のＳｉ原子に結合した、またはＳｉ－Ｏ基を介して
リンカーにより中心のＳｉ原子に結合した、置換もしくは非置換のアリール基または置換
もしくは非置換のヘテロアリール基であり、前記ＳｉＯ基における前記Ｓｉ原子は、脂肪
族基、アリール、またはその両方の基の混合で置換されている、請求項２に記載の化合物
。
【請求項２４】
　前記リンカーは、脂肪族基系である、請求項２３に記載の化合物。
【請求項２５】
　Ａｒ１は、Ｓｉ－Ｏ基を介して中心のＳｉ原子に結合されているときは、フェニル、ナ
フチル、フェナントリル、フルオレニル、またはピレニル、またはそれらの混合であり、
Ｓｉ－Ｏ基を介して脂肪族基系により中心のＳｉ原子に結合されているときは、アルキル
－ナフチル、アルキル－フェナントリル、アルキル－フルオレニル、またはアルキル－ピ
レニル、またはそれらの混合である、請求項２４に記載の化合物。
【請求項２６】
　構造式（ＸＶ）で表される化合物であって、

式中、
       Ｒ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル、
任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキルまたは任意に置換されたアリールであり、
       Ｘ１は、各発生において、独立して、共有結合であるか、または任意に置換され
たＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置
換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン基、－Ｙ１－［
Ｏ－Ｙ１］ｓ－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｏ
－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ２－Ｓｉ（Ｒｚ）

２－Ｙ１－であり、
Ａｒ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたアリール、または任意に置換さ
れたヘテロアリールであり、
各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意に置換されたＣ３
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～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アル
ケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキ
シル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換
されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン
基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
ｋは、３から６の整数であり、
ｓは、０、または１から８までの整数である、化合物。
【請求項２７】
　前記化合物の屈折率は、１．５５０以上である、請求項２６に記載の化合物。
【請求項２８】
　前記化合物の粘度は、１７５センチストークス以上である、請求項２６に記載の化合物
。
【請求項２９】
　式（ＸＶ）において、少なくとも１つの－Ｘ２－Ａｒ２基は、他の－Ｘ２－Ａｒ２基と
異なる、請求項２６に記載の化合物。
【請求項３０】
　構造式（ＸＶ）において、少なくとも１つのＡｒ２基は、他のＡｒ２基と異なる、請求
項２９に記載の化合物。
【請求項３１】
　構造式（ＸＶＩ）で表され、

式中、ナフトは、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはア
ルキン、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコ
キシ、任意に置換されたアリールオキシ、任意に置換されたアリールアミノまたは任意に
置換されたアリール基で任意に置換されたナフチルであり、ｖおよびｗは、ｖおよびｗの
和が３、４、５、または６となるような正の整数である、請求項２９に記載の化合物。
【請求項３２】
　Ｘ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意
に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールア
ルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－である
、請求項３１に記載の化合物。
【請求項３３】
　Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１～Ｃ１
２アリールアルキレンであり、Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキ
ル基、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、アルケンもしくはアルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、
Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換された
ジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールである、請求項３２に記載の化合物。
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【請求項３４】
　Ａｒ２は、フェニル、ビフェニル、ナフチル、フェナントリル、アントラセニル、ピレ
ニル、フルオランチルまたはフルオレニルから選択され、それぞれは、ハロゲン、ヒドロ
キシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ
、任意に置換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、または任意に置換され
たアリールアミノから選択される１つ以上の置換基で任意に置換される、請求項３３に記
載の化合物。
【請求項３５】
　Ｒ２は、各発生において、（ｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置
換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または、（ｉｉ
）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル
もしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリー
ルオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで置換
されたフェニルである、請求項３４に記載の化合物。
【請求項３６】
　Ｘ２は－（ＣＨＲ’）ｎ－であり、
ｎは１から１２であり、
Ｒ’は、各発生において、独立して、
（ｉ）水素、または
（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アル
ケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ
１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ
１２シクロアルキル、または、
（ｉｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２ア
ルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換され
たアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキ
ルで任意に置換されたフェニルである、請求項３５に記載の化合物。
【請求項３７】
　Ａｒ２は、各発生において、独立して、

、

、または

である、請求項３６に記載の化合物。
【請求項３８】
　構造式（ＸＶＩＩ）で表され、
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       式中、ｙは２から６の正の整数である、請求項３７に記載の化合物。
【請求項３９】
　構造式（Ｘ）で表され、

       式中、Ｘ２は、－（ＣＨ２）２－または－（ＣＨ２）３－である、請求項３８に
記載の化合物。
【請求項４０】
　Ａｒ２は、フェニルまたは２－ナフチルまたは３－クロロフェニルである、請求項３９
に記載の化合物。
【請求項４１】
　Ｘ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意
に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールア
ルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－である
、請求項２６に記載の化合物。
【請求項４２】
　Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１～Ｃ１
２アリールアルキレンであり、Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキ
ル基、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、アルケンもしくはアルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、
Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換された
ジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールである、請求項４１に記載の化合物。
【請求項４３】
　Ａｒ１は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキ
ン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロア
ルキル、または任意に置換されたアリールアミノから選択される１つ以上の置換基でそれ
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ニル、ピレニル、フルオランチルまたはフルオレニルから選択される、請求項４２に記載
の化合物。
【請求項４４】
　Ｒ２は、各発生において、独立して、（ｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１
～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそれぞ
れ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、また
は、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２
アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換さ
れたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアル
キルで任意に置換されたフェニルである、請求項４３に記載の化合物。
【請求項４５】
　Ｘ２は、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－または－（ＣＨＲ’）ｎ－であり、
ｎは１から１２であり、
Ｒ’は、各発生において、独立して、
（ｉ）水素、または
（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アル
ケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ
１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ
１２シクロアルキル、または、
（ｉｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２ア
ルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換され
たアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキ
ルで任意に置換されたフェニルである、請求項４４に記載の化合物。
【請求項４６】
　Ａｒ２は、各発生において、独立して、

、

、または

である、請求項４５に記載の化合物。
【請求項４７】
　下記構造式
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【請求項４８】
　構造式（ＩＸ）で表され、

式中、ｐ＋ｑ＝ｋ－２である、請求項４６に記載の化合物。
【請求項４９】
　構造式（ＩＩ）で表され、

式中、ｋ＝３、４、５、または６である、１．５５より大きいモル屈折率を有する請求項
２６に記載の化合物。
【請求項５０】
　構造式（ＩＩＩ）で表され、
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       式中、Ｘ２は、共有結合であるか、または、任意に置換されたアルキレン、任意
に置換されたシクロアルキレン、および任意に置換されたアルケニルから選択される部分
であり、
さらに、前記部分は、任意に、ＯおよびＳｉから選択されるヘテロ原子を含み、Ｓｉ原子
は、脂肪族基およびアリール、またはその両方の基の混合から選択される、１つ以上の基
で置換される、請求項２６に記載の化合物。
【請求項５１】
　構造式（ＩＩＩ）で表され、

式中、ｋ＝３、４、５、または６である、１．５５より大きいモル屈折率を有する請求項
２６に記載の化合物。
【請求項５２】
　Ａｒ２は、繰り返し単位のＳｉに結合された、またはリンカーを介して繰り返し単位の
Ｓｉに結合された、芳香族置換もしくは非置換のアリール基、または置換もしくは非置換
のヘテロアリール基であり、前記リンカー基は脂肪族基系である、請求項５１に記載の化
合物。
【請求項５３】
　Ａｒ２基系は、繰り返し単位のＳｉに結合されているときは、フェニル、ナフチル、フ
ェナントリルまたはそれらの混合であり、リンカーを介して繰り返し単位のＳｉに結合さ
れているときは、アルキル－ナフチル、またはアルキルｌ－フェナントリル、アルキル－
フルオレニル、またはアルキル－ピレニル、またはそれらの混合であり、前記リンカー基
は脂肪族基系である、請求項５２に記載の化合物。
【請求項５４】
　重合可能な媒体であって、
ａ）   化学線に曝されると酸を生成する、光酸発生剤化合物（ＰＡＧ）と、
ｂ）   特定波長の光に反応して酸を生成するＰＡＧを増感する染料と、
ｃ）   化学線に曝されたときにＰＡＧにより生成された前記酸により開始されるカチオ
ン重合を起こすことができる、少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーと、
ｄ）   請求項１から５３に記載の化合物のいずれかと、を含む、重合可能な媒体。
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【請求項５５】
　前記少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーは、構造式（ＸＸＸ）により表され、

式中、Ｒは、置換もしくは非置換の脂肪族基、置換もしくは非置換のアリール基、または
下記構造式、

、および

、
または構造式（ＸＸＸＩＩ）で表される基であり、

式中、
Ｘ４およびＸ５は、それぞれ独立して、各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ
１２アルキル基、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ
１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ
１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換さ
れたアリールオキシ基または任意に置換されたジアリールアミノ基で任意に置換されたア
リールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン
基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
各Ｒａは、独立して、置換もしくは非置換の脂肪族基、または置換もしくは非置換のアリ
ール基であり、
各Ｒｂは、エポキシドで置換された脂肪族基であり、
Ｒｃは、Ｈ、非置換脂肪族基、置換脂肪族基、非置換アリール基、置換アリール基、置換
シロキサン基、非置換シロキサン基、置換ポリシロキサン基、または非置換ポリシロキサ
ン基であり、
各Ｒ７基は、独立して、非置換脂肪族基、置換脂肪族基、非置換アリール基、または置換
アリール基であり、
各Ｒ８は、Ｒ９、水素、アルケニル、置換もしくは非置換のＣ１～１２アルキル、Ｃ１～
１２シクロアルキル、アリール置換Ｃ１～１２アルキルもしくはアリール、または、Ｒｚ

－（Ｏ－Ｙ１）ｒ－、（Ｒｚ）３－Ｓｉ－（Ｏ－Ｓｉ（Ｒｚ）２）ｓ－Ｙ１－、または（
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各Ｒ９は、独立して、下記構造式で表され、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｍは、１、２、３または４であり、
ｒは、１から１０の整数であり、
ｓは、０、または１から８までの整数である、請求項５４に記載の重合可能な媒体。
【請求項５６】
　ホログラフィック記録媒体であって、
ａ）   化学線に曝されると酸を生成する、光酸発生剤化合物（ＰＡＧ）と、
ｂ）   特定波長の光に反応して酸を生成するＰＡＧを増感する染料と、
ｃ）   化学線に曝されたときにＰＡＧにより生成された前記酸により開始されるカチオ
ン重合を起こすことができる、少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーと、
ｄ）   請求項１から５３に記載の化合物のいずれかの結合剤と、を含み、前記モノマー
またはオリゴマーからの前記結合剤からの化学的分離および空間的隔離によって、前記ホ
ログラフィック記録媒体内での屈折率が調節される、ホログラフィック記録媒体。
【請求項５７】
　前記結合剤のモル屈折率は、１．５５より大きい、請求項５６に記載のホログラフィッ
ク記録媒体。
【請求項５８】
　前記少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーは、ＰＡＧにより生成された前記酸に
より開始されるカチオン重合を起こすことができる、エポキシドモノマーまたはオリゴマ
ーである、請求項５６に記載のホログラフィック記録媒体。
【請求項５９】
　前記少なくとも１つのエポキシドモノマーまたはオリゴマーは、多官能エポキシドモノ
マーまたはオリゴマーである、請求項５８に記載のホログラフィック記録媒体。
【請求項６０】
　前記少なくとも１つのエポキシドモノマーまたはオリゴマーは、シクロアルケンオキシ
ドを含む、請求項５９に記載のホログラフィック記録媒体。
【請求項６１】
　前記少なくとも１つの多官能エポキシドモノマーまたはオリゴマーは、約３００ｇ／モ
ルエポキシのエポキシ当量のシロキサンを含む、請求項６０に記載のホログラフィック記
録媒体。
【請求項６２】
　前記少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーは、構造式（ＸＸＸ）で表され、

式中、Ｒは、置換もしくは非置換の脂肪族基、置換もしくは非置換のアリール基、または
下記構造式、
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、および

、
または構造式（ＸＸＸＩＩ）で表される基であり、

式中、
Ｘ４およびＸ５は、それぞれ独立して、各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ
１２アルキル基、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ
１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ
１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換さ
れたアリールオキシ基または任意に置換されたジアリールアミノ基で任意に置換されたア
リールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン
基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
各Ｒａは、独立して、置換もしくは非置換の脂肪族基、または置換もしくは非置換のアリ
ール基であり、
各Ｒｂは、エポキシドで置換された脂肪族基であり、
Ｒｃは、Ｈ、非置換脂肪族基、置換脂肪族基、非置換アリール基、置換アリール基、置換
シロキサン基、非置換シロキサン基、置換ポリシロキサン基、または非置換ポリシロキサ
ン基であり、
各Ｒ７基は、独立して、非置換脂肪族基、置換脂肪族基、非置換アリール基、または置換
アリール基であり、
各Ｒ８は、Ｒ９、水素、アルケニル、置換もしくは非置換のＣ１～１２アルキル、Ｃ１～
１２シクロアルキル、アリール置換Ｃ１～１２アルキルもしくはアリール、または、Ｒｚ

－（Ｏ－Ｙ１）ｒ－、（Ｒｚ）３－Ｓｉ－（Ｏ－Ｓｉ（Ｒｚ）２）ｓ－Ｙ１－、または（
Ｒｚ）３Ｓｉ－（Ｏ－Ｓｉ（Ｒｚ）２）ｓ－Ｏ－であり、
各Ｒ９は、独立して、下記構造式で表され、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｍは、１、２、３または４であり、
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ｒは、１から１０の整数であり、
ｓは、０、または１から８までの整数である、請求項５６に記載のホログラフィック記録
媒体。
【請求項６３】
　ホログラフィック記録媒体内にホログラムを記録する方法であって、前記ホログラフィ
ック記録媒体は、
ａ）   化学線に曝されると酸を生成する、光酸発生剤化合物（ＰＡＧ）と、
ｂ）   特定波長の光に反応して酸を生成するＰＡＧを増感する染料と、
ｃ）   化学線に曝されたときにＰＡＧにより生成された前記酸により開始されるカチオ
ン重合を起こすことができる、少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーと、
ｄ）   請求項１から５３に記載の化合物のいずれかの結合剤と、を含み、
前記方法は、化学線に曝されると酸を生成する化合物が感受性のある、コヒーレントな化
学線の参照波と、該コヒーレントな化学線の物体波とを前記媒体内に通過させ、それによ
り前記媒体内に干渉パターンを形成し前記媒体内にホログラムを記録するステップを含む
、ホログラフィック記録媒体内にホログラムを記録する方法。
【請求項６４】
　前記少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーは、構造式（ＸＸＸ）により表され、

式中、Ｒは、置換もしくは非置換の脂肪族基、置換もしくは非置換のアリール基、または
下記構造式、

、および

、
または構造式（ＸＸＸＩＩ）で表される基であり、

式中、
Ｘ４およびＸ５は、それぞれ独立して、各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ
１２アルキル基、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ
１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ
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１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換さ
れたアリールオキシ基または任意に置換されたジアリールアミノ基で任意に置換されたア
リールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン
基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
各Ｒａは、独立して、置換もしくは非置換の脂肪族基、または置換もしくは非置換のアリ
ール基であり、
各Ｒｂは、エポキシドで置換された脂肪族基であり、
Ｒｃは、Ｈ、非置換脂肪族基、置換脂肪族基、非置換アリール基、置換アリール基、置換
シロキサン基、非置換シロキサン基、置換ポリシロキサン基、または非置換ポリシロキサ
ン基であり、
各Ｒ７基は、独立して、非置換脂肪族基、置換脂肪族基、非置換アリール基、または置換
アリール基であり、
各Ｒ８は、Ｒ９、水素、アルケニル、置換もしくは非置換のＣ１～１２アルキル、Ｃ１～
１２シクロアルキル、アリール置換Ｃ１～１２アルキルもしくはアリール、または、Ｒｚ

－（Ｏ－Ｙ１）ｒ－、（Ｒｚ）３－Ｓｉ－（Ｏ－Ｓｉ（Ｒｚ）２）ｓ－Ｙ１－、または（
Ｒｚ）３Ｓｉ－（Ｏ－Ｓｉ（Ｒｚ）２）ｓ－Ｏ－であり、
各Ｒ９は、独立して、下記構造式で表され、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｍは、１、２、３または４であり、
ｒは、１から１０の整数であり、
ｓは、０、または１から８までの整数である、請求項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　ホログラフィック記録媒体であって、
ａ）   化学線に曝されると酸を生成する、光酸発生剤化合物（ＰＡＧ）と、
ｂ）   特定波長の光に反応して酸を生成するＰＡＧを増感する染料と、
ｃ）   化学線に曝されたときにＰＡＧにより生成された前記酸により開始されるカチオ
ン重合を起こすことができる、少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーと、
ｄ）   下記式で表される結合剤と、を含み、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

式中、
Ｘ３はＸ１または

であり、
Ｘ１は、各発生において、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～
Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換された
Ｃ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン基、－Ｙ１－［Ｏ－Ｙ１

］ｓ－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｏ－Ｙ１－



(19) JP 2009-511638 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１

－であり、
Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アル
キル、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または任意に置換されたア
リール、または任意に置換されたヘテロアリールであり、
Ａｒ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたアリール、または任意に置換さ
れたヘテロアリールであり、
各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意に置換されたＣ３
～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アル
ケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキ
シル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換
されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン
基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
ｓは、０、または１から８までの整数である、ホログラフィック記録媒体。
【請求項６６】
　ホログラフィック記録媒体内にホログラムを記録する方法であって、前記ホログラフィ
ック記録媒体は、
ａ）   化学線に曝されると酸を生成する、光酸発生剤化合物（ＰＡＧ）と、
ｂ）   特定波長の光に反応して酸を生成するＰＡＧを増感する染料と、
ｃ）   化学線に曝されたときにＰＡＧにより生成された前記酸により開始されるカチオ
ン重合を起こすことができる、少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーと、
ｄ）   請求項７６に記載の結合剤と、を含み、
前記方法は、化学線に曝されると酸を生成する化合物が感受性のある、コヒーレントな化
学線の参照波と、該コヒーレントな化学線の物体波とを前記媒体内に通過させ、それによ
り前記媒体内に形成するステップを含む、ホログラフィック記録媒体内にホログラムを記
録する方法。
【請求項６７】
　構造式（ＸＶ）で表される化合物の２つ以上の混合物を含む組成物であって、

式中、
Ｒ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル、任意に置
換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキルまたは任意に置換されたアリールであり、
Ｘ２は、各発生において、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～
Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換された
Ｃ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン基、－Ｙ１－［Ｏ－Ｙ１

］ｓ－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｏ－Ｙ１－
Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１

－であり、
Ａｒ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたアリール、または任意に置換さ
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れたヘテロアリールであり、
各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意に置換されたＣ３
～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アル
ケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキ
シル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換
されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン
基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
ｋは、３、４、５または６であり、
ｓは、０、または１から８までの整数であり、
さらに、混合物中の式（ＸＶ）の少なくとも２つの化合物は、変数ｋの値が異なる、組成
物。
【請求項６８】
　請求項２６から５３に記載の化合物の２つ以上の混合物を含む組成物であって、前記混
合物中の少なくとも２つの化合物は、変数ｋの値が異なる、組成物。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、２００５年１０月１８日付申請の米国仮出願第６０／７２８，９４１号の利
益を主張する。上記出願の教示の全体が、参照することによりここに組み入れられる。
【背景技術】
【０００２】
発明の背景
　光重合可能な材料におけるボリュームフェーズホログラム（ｖｏｌｕｍｅ－ｐｈａｓｅ
　ｈｏｌｏｇｒａｍ）形成のための従来技術のプロセスでは、少なくとも１つの重合可能
なモノマーまたはオリゴマーと、ポリマーまたはオリゴマーの結合剤との均質な混合物を
含むホログラフィック記録媒体内に、信号と参照光の干渉により生じるホログラムとして
データを保存するが、この重合可能なモノマーまたはオリゴマーは、干渉縞を形成するた
めに使用される放射線に対し感受性があるか、あるいは増感される。干渉縞の照射領域で
は、モノマーまたはオリゴマーは重合を経て、結合剤の屈折率とは異なる屈折率を有する
ポリマーを形成する。ポリマーは、体積収縮に起因して、モノマーからの屈折率の変化を
呈する。モノマーまたはオリゴマーが照射領域へ拡散し、その結果、結合剤がこれらの領
域から化学的分離を起こして非照射領域に集中することにより、モノマーまたはオリゴマ
ーから形成されたポリマーと結合剤との間に空間的隔離が生じ、それが、ホログラムを形
成するのに必要な屈折率の変調をもたらす。典型的には、モノマーまたはオリゴマーの重
合を完了させ、ホログラムを定着させるために、ホログラフィック露光の後、媒体に対し
化学線を用いた結像後のブランケット露光を行う必要がある。異なる角度条件で複数のホ
ログラフィック露光を行うなどにより、ホログラムを共通の場所で多重化する場合も、モ
ノマーまたはオリゴマーの重合を完了させ、ホログラムを定着させるために、媒体に対し
化学線を用いた結像後のブランケット露光を行う必要がある。記録での化学反応にカチオ
ン重合が含まれる場合、記録のスケジュールによって記録における十分な全体のフルエン
スが提供されれば、そのような定着ステップは必要なかった。
【０００３】
　体積ホログラムの考えられる１つの重要な使用法は、デジタルデータストレージにある
。各ビットのストレージが記録媒体の全体積にわたり広がる１つのホログラムに対応する
、体積ホログラムの３次元的性質は、体積ホログラムを大容量デジタルデータストレージ
における使用に好適なものとしている。ビットのグループの符号化と復号化がともに、ペ
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ージと呼ばれるビットの２次元配列として行われる。同じ体積、または部分的に重複した
体積内の共通の場所に複数のページを保存するために、角度、空間角度、シフト、波長、
位相符号化、およびそれに関連した方法等、様々な多重化技術が使用される。あるいは、
マイクロホログラムの配列を、ほぼマイクロホログラムの厚さ分だけ厚さ方向に離れた層
として記録することができるが、各層は、反射ホログラム等、ＤＶＤ光学ストレージで達
成されるのと同程度の密度でビットとして保存されたデータを含んでいる。マイクロホロ
グラムはまた、波長等によって、ある場所で多重化されることができる。
【０００４】
　書き込みは一回限りだが読み取りは何度でもできる（ｗｒｉｔｅ－ｏｎｃｅ－ｒｅａｄ
－ｍａｎｙ：ＷＯＲＭ）データストレージアプリケーション用の光重合可能なホログラフ
ィック記録媒体は、理想的には、少なくとも１年の記録前製品寿命、良好な記録感度、高
度な光学的均質性（つまり低散乱）、一様な記録特性、安定した画像忠実度、そして、高
いダイナミックレンジまたは累積したグレーティングの強度とともに低い体積収縮を示す
べきものである。安定した画像忠実度は、情報ストレージのためのアーカイブ製品を有す
ることにとって決定的である。将来信頼性をもってデータを検索することができるために
は、信号対雑音比（ＳＮＲ）、ビット誤り率（ＢＥＲ）、およびブラッグ選択性等のホロ
グラフィック記録属性が、媒体の寿命を通して維持されなければならない。さらに、媒体
の物理的属性が維持されなければならない。例えば、情報が記録された媒体に亀裂が入っ
たり剥離が生じる可能性がなく、好ましくは、増加する散乱や吸収に関連した性質等の光
学的性質に変化を呈することがあってはならない。
【０００５】
　高いダイナミックレンジとともに高い記録感度を達成するために、カチオン開環重合に
基づいたホログラフィック記録材料に、拡散性結合剤が使用されている（例えば、米国特
許第５，７５９，７２１号、欧州特許第１　３１７　４９８　Ｂ１号および米国特許６，
７８４，３００号を参照）。そのような場合、平面波および／またはバイナリデータペー
ジ記録の所望の性能属性を達成するために、特定の適性を有する結合剤材料にモノマーを
組み合わせる。これらの結合剤は、典型的には、フェニル基やメチル基が直接シロキサン
骨格に結合して張り出した、低分子量から中分子量の直鎖シロキサンオリゴマー材料であ
る。
【０００６】
　ホログラフィック記録材料で使用される、拡散性を有し重合には不活性な結合剤の例は
、ポリシロキサンであるが、これは、多種多様なポリシロキサンが利用でき、またそれら
のオリゴマーやポリマーの性質がよく文書化されていることに一部起因している。ポリシ
ロキサン結合剤の物理的、光学的、および化学的性質は、例えば、ダイナミックレンジ、
記録感度、画像忠実度、光散乱レベル、データの寿命等の属性を含む、記録材料における
良好なホログラフィック性能を達成するために調整することができる。該材料に記録され
たホログラムの効率は、使用される特定の結合剤に著しく依存する。一般に使用されてい
る結合剤には、ポリ（メチルフェニルシロキサン）、およびそのオリゴマーが含まれる。
例えば、１，３，５－トリメチル－１，１，３，５，５－ペンタフェニルトリシロキサン
や、その他のペンタフェニルトリメチルシロキサンである。それらの例は、Ｄｏｗ　Ｃｏ
ｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから、ＤＯＷ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　７０５およびＤＯ
Ｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　７１０の商標名で市販されており、効率的なホログラムを生成する
ことが知られている。
【０００７】
　前述の材料を用いたホログラフィック記録の間、モノマーまたはオリゴマーは重合を経
て、結合剤の屈折率とは異なる屈折率を有するポリマーを形成する。重合反応の間、モノ
マーおよび／またはオリゴマーが照射領域へ拡散し、その結果結合剤がこれらの領域から
化学的分離を起こして非照射領域におけるその濃度が変化することにより、モノマーおよ
び／またはオリゴマーから形成されたポリマーと結合剤との間に空間的隔離が生じ、それ
により、ホログラムを形成するのに必要な屈折率の変調がもたらされる。化学的分離と、
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結果生じる屈折率の変調は、主として、記録材料成分のマトリクス中の重合における、反
応部分の分子量の増加、および形成されたポリマーと結合剤との間の屈折率の違いによる
ものである。分子量が増加すると、熱力学的な化学ポテンシャルの勾配に一部起因して、
拡散性結合剤がその特定の領域から「押し出される」ようになる。同時に、分子量の増加
は、記録材料中の他の成分に対する結合剤の溶解パラメータに影響を与える可能性がある
。この物理化学的変化は、ホログラフィック材料からの拡散性成分の部分的浸出に作用す
る可能性があり、これは、ホログラム形成に関与する空間的分離に影響を与える可能性が
あり、また、基板への接着の強さ等、材料と基板との相互作用を不安定化する場合がある
。
【０００８】
　記録材料からの拡散性結合剤の浸出がわずかであれば、記録されたホログラムの信頼性
への影響は小さいが、浸出が著しいと、記録材料の機械的性質や、材料を挟み込む基板と
の界面の性質に関連して、多くの信頼性の問題につながる。第一に、浸出は、記録材料か
らの媒体基板の剥離を引き起こす可能性がある。さらに、結合剤が記録材料から浸出する
と、元々結合剤により膨潤または吸収された重合領域は脆くなり、亀裂が発生、形成する
可能性がある。結合剤が欠損すると、アーカイブを目的とした情報のホログラム記録にと
って壊滅的結果となるだろう。
【０００９】
　高分子量で高粘度の結合剤を使用することにより亀裂を軽減することができるが、結合
剤材料はまた、材料が低散乱性を呈するように、記録材料の他の成分と十分な適合性がな
ければならない。例えば、結合剤としてポリ（フェニルメチルシロキサン）（Ｄｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ　７１０）を使用して作成した記録材料は、亀裂発生の可能性が大幅に低下
され、また浸出の発生もごくわずかである。しかし、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　７１０を
含む記録材料からのバルク散乱は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　７０５等のより低分子量の
結合剤で作成したものよりも少なくとも一桁大きい。
【００１０】
発明の開示
　本発明の結合剤を含む記録材料は、実質的に該結合剤の浸出がなく、これらの該結合剤
は高い屈折率を有し、拡散性を有し、カチオン開環重合（Ｃａｔｉｏｎｉｃ　Ｒｉｎｇ　
Ｏｐｅｎｉｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ：ＣＲＯＰ）に適合し、ＣＲＯＰホログ
ラフィック記録材料に使用されるモノマーおよび／またはオリゴマーとの混和性を有する
ため、本発明の結合剤は、これまで知られている結合剤を含むホログラフィック記録材料
の前述の制限を克服することが分かった。また、これらの該結合剤は、空間的および化学
的分離が主として重合中の分子量の増加によりもたらされるように、また、記録工程の間
、および媒体の予想寿命の間、分離されたドメインが熱力学的安定性を維持するように、
ホログラフィック記録工程中の混合の有利な熱力学的エンタルピーを維持することが分か
った。さらに、本発明の結合剤を含む記録材料は、材料が２５℃から１１０℃の間の温度
まで加熱された時に、該結合剤の浸出が実質的にない状態を維持することが分かった。
【００１１】
　ある実施形態において、本発明は、構造式（ＸＩＩ）で表される化合物である。

式（ＸＩＩ）中、
Ｘ１は、各発生において、独立して、共有結であるか、または任意に置換されたＣ１～Ｃ
１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ
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１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン基、－Ｙ１－［Ｏ－Ｙ１］

ｓ－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｏ－Ｙ１－Ｓ
ｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－
であり、
Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アル
キル、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または任意に置換されたア
リール、または任意に置換されたヘテロアリールであり、
Ａｒ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたアリール、または任意に置換さ
れたヘテロアリールであり、
各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意に置換されたＣ３
～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アル
ケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキ
シル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換
されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン
基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
ｓは、０、または１から８までの整数である。
【００１２】
　他の実施形態において、本発明は、構造式（ＸＶ）で表される化合物である。

式（ＸＶ）中、
Ｒ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル、任意に置
換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキルまたは任意に置換されたアリールであり、
Ｘ２は、各発生において、独立して、共有結であるか、または任意に置換されたＣ１～Ｃ
１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ
１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン基、－Ｙ１－［Ｏ－Ｙ１］

ｓ－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｏ－Ｙ１－Ｓ
ｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－
であり、
Ａｒ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたアリール、または任意に置換さ
れたヘテロアリールであり、
各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意に置換されたＣ３
～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アル
ケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキ
シル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換
されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン
基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
ｋは、３から６の整数であり、
ｓは、０、または１から８までの整数である。
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【００１３】
　他の実施形態において、本発明は、重合可能な媒体であり、ａ）化学線に曝されると酸
を生成する、光酸発生剤化合物（ＰＡＧ）と、ｂ）特定波長の光に反応して酸を生成する
ＰＡＧを増感する染料と、ｃ）化学線に曝されたときにＰＡＧにより生成された前記酸に
より開始されるカチオン重合を起こすことができる、少なくとも１つのモノマーまたはオ
リゴマーと、ｄ）式（ＸＩＩ）または（ＸＶ）の化合物のいずれかと、を含む。
【００１４】
　他の実施形態において、本発明は、ホログラフィック記録媒体であり、ａ）化学線に曝
されると酸を生成する、光酸発生剤化合物（ＰＡＧ）と、ｂ）特定波長の光に反応して酸
を生成するＰＡＧを増感する染料と、ｃ）化学線に曝されたときにＰＡＧにより生成され
た前記酸により開始されるカチオン重合を起こすことができる、少なくとも１つのモノマ
ーまたはオリゴマーと、ｄ）式（ＸＩＩ）または（ＸＶ）の化合物のいずれかの結合剤と
、を含む。ホログラフィック記録媒体（ＨＲＭ）は、典型的には、前記モノマーまたはオ
リゴマーから形成されたポリマーからの、前記結合剤の化学的分離および空間的隔離を特
徴とし、これにより前記ホログラフィック記録媒体内での屈折率が変調される。
      他の実施形態において、本発明は、ホログラフィック記録媒体内にホログラムを記
録する方法であり、前記ホログラフィック記録媒体は、ａ）化学線に曝されると酸を生成
する、光酸発生剤化合物（ＰＡＧ）と、ｂ）特定波長の光に反応して酸を生成するＰＡＧ
を増感する染料と、ｃ）化学線に曝されたときにＰＡＧにより生成された前記酸により開
始されるカチオン重合を起こすことができる、少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマ
ーと、ｄ）式（ＸＩＩ）または（ＸＶ）の化合物のいずれかの結合剤と、を含む。この方
法は、化学線に曝されると酸を生成する化合物が感受性のある、コヒーレントな化学線の
参照波と、該コヒーレントな化学線の物体波とを前記媒体内に通過させ、それにより前記
媒体内に干渉縞を形成し前記媒体内にホログラムを記録するステップを含む。
【００１５】
　前述の事項は、添付の図面に図示されるように、以下に続く本発明の例示的な実施形態
のより具体的な説明から明らかになるが、異なる図全体を通し、同等の参照文字は同じ部
分を指す。図面は、必ずしも縮尺通りではなく、本発明の実施形態を図示することに焦点
が置かれている。
【００１６】
発明の詳細な説明
　以下、本発明の例示的な実施形態を説明する。
【００１７】
　本発明は、ホログラフィックデータストレージ用の記録媒体に使用されるもの等の、結
合剤または拡散性成分を対象とする。本発明の結合剤は、カチオン重合をサポートするこ
と、さらに、該結合剤は、カチオン重合を起こす典型的なエポキシドモノマーに対する値
よりも高い屈折率を有することが分かった。さらに、本発明の結合剤は、エポキシドモノ
マーに加え、該モノマーから重合したエポキシド構造との分子相溶性に有利な、該モノマ
ーとの混合のエンタルピーを呈する分子成分を有することが分かった。本発明の結合剤は
、約２００ｇ／モルエポキシドといった、官能基当量が低いエポキシドモノマーだけでな
く、少なくとも３００ｇ／モルエポキシドの官能基当量を持つもの等、多機能性を有する
ものとの該有利な分子相溶性を示すが、これらは、欧州特許第１　３１７　４９８　Ｂ１
号および米国特許第６，７８４，３００号の対象であり、これらの教示は本願に組み入れ
られる。
【００１８】
　さらに、本発明の結合剤は、カチオン重合を起こすエポキシドモノマーを含むホログラ
フィック記録媒体の成分となることができ、また該材料の体積散乱は、記録前および記録
後双方の材料の状態において低いことが分かった。また、ホログラフィック記録材料にお
ける成分としての本発明の結合剤は、これらの結合剤が浸出しないような、ホログラフィ
ック記録媒体の信頼性および堅牢性に有利な分子アーキテクチャを有することが分かった
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。加えて、該結合剤は、モノマーの実質的な重合の後でも、ホログラフィック材料に対す
る実質的な可溶性および実質的な相溶性を維持する。さらに、本発明の結合剤を含む本発
明のホログラフィック記録材料は、材料が高温に曝された場合に、亀裂および／または剥
離に対し実質的に耐性であることが分かった。本発明の本実施形態の結合剤は、エポキシ
ドモノマーおよび他の反応基系を有する化合物を含む材料における粘着性を増加させ、そ
れにより該材料の堅牢性および信頼性を向上させる。本発明の結合剤は、好ましくは、エ
ポキシドモノマーおよび／または他の反応基系を有する化合物を含むホログラフィック記
録材料中に「拡散性」である。
【００１９】
　本発明の一実施形態は、カチオン重合をサポートすることができる本発明の結合剤と、
化学線に曝されると酸を生成することができる酸発生剤と、カチオン重合を起こすことが
でき、エポキシ当量が約３００（グラム／モルエポキシド）を超える多機能性エポキシド
モノマーと、を含むホログラフィック記録媒体である。以下に説明するように、ある酸発
生剤はまた、増感剤を必要とする。好ましくは、ホログラフィック記録媒体は、カチオン
重合を起こすことができる、二官能性および／または単官能性エポキシドモノマーをさら
に含む。任意で、該単官能性および二官能性モノマーは、エポキシ当量が約２２５（グラ
ム／モルエポキシド）未満である。本発明のホログラフィック媒体は、好ましくは、本質
的にフリーラジカル重合を起こすことができる材料を含まない。
【００２０】
　本発明の他の実施形態は、カチオン重合をサポートすることができる本発明の結合剤と
、化学線に曝されると酸を生成することができる酸発生剤と、カチオン重合を起こすこと
ができ、エポキシ当量が約３００グラム／モルエポキシドを超える多機能性エポキシドモ
ノマーと、を含む重合可能な混合物である。好ましくは、該混合物は、カチオン重合を起
こすことができ、好ましくはエポキシ当量が約３００（グラム／モルエポキシド）未満で
ある二官能性および／または単官能性エポキシドモノマーをさらに含む。該混合物は、以
下に説明する他の成分を加えることにより、本発明のホログラフィック記録材料の作成に
使用することができる。
【００２１】
　本発明のさらに他の実施形態は、媒体が使用できるようになる前に除去する必要がある
揮発性溶媒を用いることなく、本発明のホログラフィック記録媒体を作成する方法である
。好ましくは、媒体は、本質的にそのような溶媒を含まず、例えば、９９重量％溶媒を含
まないか、９９．９重量％溶媒を含まないか、または９９．００重量％溶媒を含まない。
本願において、揮発性溶媒とは、大気圧下で約２００℃未満の沸点を有する溶媒である。
揮発性溶媒の例には、アセトン、ジメチルホルムアミド、ヘキサン、メタノール、イソプ
ロパノール、塩化メチレン、テトラヒドロフラン、トルエン等が含まれる。従来の技術に
おいて、揮発性溶媒は、ホログラフィック媒体の配合物の作成を補助するために使用され
、これらの溶媒はその後最終的な媒体から除去される。本願で説明される方法は、本発明
の結合剤と、二官能性および／または多機能性エポキシドモノマーおよび酸発生剤を組み
合わせるステップを含む。多機能性エポキシドモノマーは、好ましくは、エポキシ当量が
約３００グラム／モルエポキシドを超え、より好ましくは、エポキシ当量が約３００から
約７００グラム／モルエポキシドの間である。存在する場合、増感剤と二官能性および／
または多機能性エポキシドモノマーもまた組み合わされる。好ましくは、結合剤、エポキ
シ当量が約３００グラム／モルエポキシドを超える多機能性エポキシドモノマー、また存
在する場合は、単官能性および二官能性モノマーが、他の成分を加える前に最初に組み合
わされる。あるいは、結合剤と組み合わせる前に、増感剤をモノマーに溶解させてもよい
。
これらの発見に基き、新規な結合剤、新規なホログラフィック記録材料、およびこれらの
新規なホログラフィック記録材料を作成する方法を本願で開示する。
【００２２】
用語の定義
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　本願で使用される「脂肪族」という用語は、炭素および水素のみから構成され、任意に
、二重結合および／または三重結合等の不飽和部分を１つ以上含む、非芳香族基を意味す
る。脂肪族基は、直鎖または分岐鎖であってもよい。脂肪族基中の１つ以上の炭素原子は
、任意に、Ｏまたはシリコーン系で置換されていてもよい。
【００２３】
　本願で使用される「アルキル」という用語は、他に指定されていない限り、直鎖または
分岐鎖の飽和一価炭化水素ラジカルを意味し、典型的にはＣ１～Ｃ１２、好ましくはＣ１
～Ｃ６である。アルキル基の例には、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、および
ｔ－ブチルが含まれるが、これらに限定されない。アルキルは、－ＯＨ、－ＳＨ、ハロゲ
ン、アミノ、シアノ、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２
アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルコキシ、またはＣ１～Ｃ１２アルキルスルファニルで
任意に置換されていてもよい。ある実施形態では、アルキルは、１つ以上のハロゲン、ヒ
ドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アル
キニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、またはＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換され
ていてもよい。
【００２４】
　本願で使用される「シクロアルキル」という用語は、飽和環状炭化水素、すなわち、す
べての還原子が炭素である化合物を意味する。シクロアルキルの例には、シクロプロピル
、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、およびシクロヘプチルが含まれるが
、これらに限定されない。ある実施形態では、シクロアルキルは、１つ以上のハロゲン、
ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２ア
ルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、またはＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換さ
れていてもよい。
【００２５】
　本願で使用される「ハロアルキル」には、１つ以上のＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、またはＩで置換
されたアルキル（アルキルは上に定義）が含まれる。
【００２６】
　本願で使用される「アルコキシ」という用語は、「アルキル－Ｏ－」基（アルキルは上
に定義）を意味する。アルコキシ基の例には、メトキシまたはエトキシ基が含まれる。
【００２７】
　本願で使用される「アリール」という用語は、炭素環式芳香族基を指す。アリール基の
例には、フェニルおよびナフチルが含まれるが、これらに限定されない。アリール基の例
には、フェニル、ビフェニル、ナフチル、フェナントリル、アントラセニル、ピレニル、
フルオランチルまたはフルオレニル等、任意に置換された基が含まれる。アリールに対す
る好適な置換基の例には、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１
２アルケンもしくはＣ２～Ｃ１２アルキン、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２
ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、アリールオキシ、アリールアミノまたはアリー
ル基が含まれる。
【００２８】
　本願で使用される「アリールオキシ」という用語は、「アリール－Ｏ－」基（アリール
は上に定義）を意味する。アリールオキシ基の例には、フェノキシまたはナフトキシが含
まれる。
【００２９】
　本願で使用されるアリールアミンという用語は、「アリール－ＮＨ－」、「アリール－
Ｎ（アルキル）－」、または「（アリール）２－Ｎ－」基（アリールおよびアルキルは上
に定義）を意味する。
【００３０】
　本願で使用される「ヘテロアリール」という用語は、１つ以上のヘテロ原子（Ｏ、Ｓ、
またはＮ）を含む芳香族基を指す。ヘテロアリール基は、単環式でも多環式でもよく、例
えば、１つ以上の炭素環式芳香族基または単環式のヘテロアリール基に融合した単環式へ
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テロアリール環であってもよい。本発明のヘテロアリール基はまた、１つ以上のオキソ部
分で置換された環系を含むことができる。ヘテロアリール基の例には、ピリジニル、ピリ
ダジニル、イミダゾリル、ピリミジニル、ピラゾリル、トリアゾリル、ピラジニル、キノ
リル、イソキノリル、テトラゾリル、フリル、チエニル、イソオキサゾリル、チアゾリル
、オキサゾリル、イソチアゾリル、ピロリル、キノリニル、イソキノリニル、インドリル
、ベンズイミダゾリル、ベンゾフラニル、シンノリニル、インダゾリル、インドリジニル
、フタラジニル、ピリダジニル、トリアジニル、イソインドリル、プリニル、オキサジア
ゾリル、チアゾリル、チアジアゾリル、フラザニル、ベンゾフラザニル、ベンゾチオフェ
ニル、ベンゾトリアゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾオキサゾリル、キナゾリニル、キ
ノキサリニル、ナフチリジニル、ジヒドロキノリル、テトラヒドロキノリル、ジヒドロイ
ソキノリル、テトラヒドロイソキノリル、ベンゾフリル、フロピリジニル、ピロロピリミ
ジニル、およびアザインドリルが含まれるが、これらに限定されない。
【００３１】
　前述のヘテロアリール基は、Ｃに結合したものでもＮに結合したものでもよい（そのよ
うな結合が可能な場合）。例えば、ピロールから派生した基は、ピロール－１－イル（Ｎ
に結合）であっても、ピロール－３－イル（Ｃに結合）であってもよい。
【００３２】
　ヘテロアリールの好適な置換基は、アリール基に関して上に定義した通りである。
【００３３】
　本願で使用される「アルキレン」という用語は、化合物の残りの部分への２つの結合点
を有するアルキル基を指す。アルキレン基の制限されない例には、メチレン（－ＣＨ２－
）、エチレン（－ＣＨ２ＣＨ２－）、ｎ－プロピレン（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－）、イソ
プロピレン（－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）－）等が含まれる。アルキレン基は、１つ以上の置
換基で任意に置換されていてもよい。
【００３４】
　本願で使用される「シクロアルキレン」という用語は、化合物の残りの部分への２つの
結合点を有する飽和環状炭化水素（すなわちすべての環原子が炭素である）を意味する。
【００３５】
　本願で使用される「アリールアルキレン」という用語は、アルキレンまたはシクロアル
キレン基に結合したアリール基（アリール、アルキレンおよびシクロアルキレンは上に定
義）を意味する。アリールアルキレンにおいて炭素原子の数を示す場合、その数字は、そ
の部分のアルキレン部を指す。例えば、Ｃ１～Ｃ１２アリールアルキレンは、Ｃ１～Ｃ１
２アルキレンまたはシクロアルキレン基に結合したアリール基を意味する。
【００３６】
　本願で使用される「アルケニル」という用語は、２個から１２個の炭素原子を有し、か
つ少なくとも１つの炭素間二重結合を有する、直鎖または分岐鎖の飽和非環状炭化水素を
意味する。アルケニル基は、１つ以上の置換基で任意に置換されていてもよい。
【００３７】
　本願で使用される「アルキニル」という用語は、２個から１２個の炭素原子を有し、か
つ少なくとも１つの炭素間三重結合を有する、直鎖または分岐鎖の飽和非環状炭化水素を
意味する。アルキニル基は、１つ以上の置換基で任意に置換されていてもよい。
【００３８】
　アルキル、アルキレン、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニル、およびアリ
ールアルキレン基のアルキレン部の好適な置換基には、１）エポキシドのカチオン重合を
誘発または開始させる条件下で反応しない、２）酸により開始するエポキシドのカチオン
重合に干渉しない、および３）エポキシドのカチオン重合中に形成されたポリマーからの
、本発明の結合剤の化学的分離に干渉しない、あらゆる置換基が含まれる。そのような置
換基の例には、ハロゲン、アルキル、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニル、
アリール、ヘテロアリール、ハロアルキル、シアノ、ニトロ、ハロアルコキシが含まれる
。
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　アリール、ヘテロアリール、およびアリールアルケニル基のアリール部の好適な置換基
には、１）エポキシドのカチオン重合を誘発または開始させる条件下で反応しない、２）
酸により開始するエポキシドのカチオン重合に干渉しない、および３）エポキシドのカチ
オン重合中に形成されたポリマーからの、本発明の結合剤の化学的分離に干渉しない、あ
らゆる置換基が含まれる。アリールまたはヘテロアリールは、同一または異なっていても
よい１つ以上の置換基を有していてもよい。
【００４０】
　アリール、ヘテロアリール、または非芳香族複素環基の置換可能な炭素原子の好適な置
換基のさらなる例には、－ＯＨ、ハロゲン（－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、および－Ｉ）、－Ｒ
、－ＯＲ、－ＣＨ２Ｒ、－ＣＨ２ＯＲ、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＲが含まれるが、これらに限定
されない。Ｒはそれぞれ、独立して、アルキル基である。
【００４１】
　ある実施形態では、アリール、ヘテロアリール、またはアリールアルケニルのアリール
部の置換可能な炭素原子の好適な置換基は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アル
キル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコ
キシ、アリールオキシ基、アリールアミノ基、およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルを含む。
【００４２】
　さらに、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、アルキレン、ヘテロシ
クリル、ならびに、アルケニル、シクロアルケニル、アルキニル、アリールアルキル、お
よびヘテロアラルキル基のいかなる飽和部分も、＝Ｏ、＝Ｓ、＝Ｎ－Ｒで置換されていて
もよい。
【００４３】
本発明の結合剤
　現在新しい２つのクラスのホログラム記録材料用拡散性結合剤が発見されている。例と
して、拡散性結合剤は、結合剤成分の拡散型の挙動により、ホログラフィック記録の間重
合するモノマーまたはオリゴマーから分離する。結合剤の１つのタイプは、複数の腕（少
なくとも３つの腕）を備えたシロキサンコアの星型構造を有し、それぞれの腕の末端は屈
折率が高い部分であり、そのような腕を４つ備えたシロキサンコアの星型構造が構造式（
Ｉ）に示されている。それぞれの腕の末端の屈折率は、少なくとも１．５４５であり、よ
り好ましくは１，５６５であり、さらに好ましくは、１．５８５となるべきである。この
ように、一実施形態では、本発明の結合剤は、少なくとも３つの高屈折率部分を備えたシ
ロキサンコアを有する。本願で使用される「高屈折率部分で終端された複数の腕を持つシ
ロキサンコア」という用語は、屈折率が少なくとも１．５５０、好ましくは少なくとも１
．６００の物質の組成を指す。好ましい実施形態では、腕の末端としてシロキサンコアに
結合する部分の屈折率は、好ましくは少なくとも約１．５４５、より好ましくは少なくと
も１．５６５、さらに好ましくは少なくとも１．５８５である。本発明の他の結合剤は、
構造式（ＩＩ）（式中、ｎは環状構造におけるメチルシロキサン単位の数である）に示さ
れるように、芳香族部分が張り出した環状メチルシロキサンコアを有する。環状シロキサ
ンコアは、少なくとも３つの置換メチルシロキサン単位を含む。本発明の環状シロキサン
コアは、好ましくは、少なくとも４つの繰り返し単位から成り、より好ましくは、シロキ
サンコアは、ｎ＝３から約ｎ＝６の繰り返し単位の環サイズの混合を含む。
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【００４４】
　一実施形態では、構造式（ＩＩ）においてＡｒ２で示される芳香族部分は、Ｓｉへの結
合を介して、環状シロキサンコアに直接結合されている。好ましい実施形態では、芳香族
基は、以下の構造式（ＩＩＩ）に示される架橋基Ｘを介して、環状シロキサンコアに結合
されている。架橋基Ｘは、好ましくは、脂肪族基系－（ＣＨ２）ｍ－または置換された脂
肪族基系－（ＣＨＲ）ｍ－を含むアルキル基（式中、ｍは正の整数であり、Ｒは、置換も
しくは非置換のアルキル、シクロアルキルまたは芳香族基系（Ａｒ）であり、または、該
脂肪族基系－（ＣＨ２）ｍ－または置換された脂肪族基系－（ＣＨＲ）ｍ－は、置換もし
くは非置換のアルキレンまたはシクロアルキレン基系により置き換えられてもよい）であ
る。さらに、架橋基は、アリールアセチレンまたはアリールアルキルアセチレンと環状ま
たは複数腕のコアとの反応により得られるような、アルケニル基であってもよい。
【００４５】
　脂肪族基は、完全に飽和した、または１つ以上の不飽和部分を含む、直鎖、分岐鎖また
は環状の非芳香族炭化水素である。典型的には、直鎖または分岐鎖の脂肪族基は、１個か
ら約１２個、好ましくは、１個から約８個の炭素原子を有し、環状脂肪族基は、３個から
約１０個、好ましくは、３個から約８個の炭素原子を有する。脂肪族基は、好ましくは、
直鎖または分岐鎖のアルキル基であり、例えば、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉｓｏ
－プロピル、ｎ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘ
プチルまたはオクチル、または３個から約８個の炭素原子を有するシクロアルキル基であ
る。一実施形態では、脂肪族基（例として、アルキレンもしくはアルケニル基、またはア
リール基、炭素環式もしくはヘテロアリール基を含む）に対する好適な置換基は、１）エ
ポキシドのカチオン重合を誘発または開始させる条件下で反応しない、２）酸により開始
するエポキシドのカチオン重合に干渉しない、および３）エポキシドのカチオン重合中に
形成されたポリマーからの、本発明の結合剤の化学的分離に干渉しない（ただし、置換基
が、エポキシド部分、またはエポキシドのカチオン重合に好適な条件下で反応するのに好
適な他の官能基系を含む場合を除く）ものである。
【００４６】
　一実施形態において、構造式（Ｉ）の波線で示され、また構造式（ＸＩＩ）および（Ｉ
ＩＩ）において独立してそれぞれＸ１およびＸ２で示された架橋基は、「不活性な架橋基
」であり、ここで不活性な架橋基とは、１）エポキシドのカチオン重合を誘発または開始
させる条件下で反応しない、２）酸により開始するエポキシドのカチオン重合に干渉しな
い、および３）エポキシドのカチオン重合中に形成されたポリマーからの、本発明の結合
剤の化学的分離に干渉しない部分である。
【００４７】
　好ましくは、本発明の結合剤のアルキレン基系における繰り返しｍは、成分の混和性に
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関し、拡散性化合物の屈折率を大幅に減少させることなく、張り出した芳香族部分の有利
な挙動をもたらすのに十分大きい。あるいは、架橋基は、Ｏ（エーテル）またはＳｉ等の
ヘテロ原子を含むことができる。後者の場合、Ｓｉ原子は、脂肪族基、アリール、または
その両方の基の混合等、多数の基で置換されることができる。例えば、-ＣＨ-２ＣＨ２Ｓ
ｉ（ＣＨ３）２－Ａｒ、－ＣＨ-２ＣＨ２Ｓｉ（Ｐｈ）２－Ａｒまたは－ＣＨ２ＣＨ２Ｓ
ｉ（ＣＨ３）Ｐｈ－Ａｒ（式中Ａｒは芳香族基系、Ｐｈはフェニル基である）等である。
前者の場合、架橋基は、メチルオキシ－ＣＨ２－Ｏ、エチルオキシ－（ＣＨ２）２－Ｏ、
プロピルオキシ－（ＣＨ２）３－Ｏ－、ブチルオキシ－（ＣＨ２）４－Ｏ等、エーテル部
分を含むものが可能である。
【００４８】

【００４９】
　好ましくは、環状シロキサンコアの単位に対する１つの置換基、または該コアの単位へ
のリンカー基は、置換または非置換のアリール基である。アリール基は、置換または非置
換の、フェニル、ビフェニル、ナフチル、またはフェナントリル基系、またはそれらの混
合であってもよい。これらに限定されないが、アントラセニルまたはピレニル等のより大
きなアリール基もまた可能である。
【００５０】
　これにしたがい、一実施形態では、本発明は式（ＸＩＩ）の結合剤である。

式（ＸＩＩ）中の変数に対する値、および好ましい値は、以下に定義され、さらに後の段
落にも記載される。
【００５１】
　好ましくは、式（ＸＩＩ）において、置換基Ａｒ１、Ｘ１ならびにＲａ１およびＲｂ１

は、上述の化合物の屈折率が１．５５０以上となるように選択され、および／または置換
基Ａｒ１、Ｘ１ならびにＲａ１およびＲｂ１は、上述の化合物の粘度が１７５センチスト
ークス以上となるように選択される。
【００５２】
　Ｘ１は、各発生において、独立して、共有結であるか、または任意に置換されたＣ１～
Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換された
Ｃ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン基、－Ｙ１－［Ｏ－Ｙ１

］ｓ－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｏ－Ｙ１－
Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１

－である。好ましくは、Ｘ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ
１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ
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１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒ
ｚ）２－Ｙ１－である。より好ましくは、Ｘ１は－（ＣＨＲ’）ｎ－であり、式中、ｎは
１から１２であり、Ｒ’は、各発生において、独立して、（ｉ）水素、または（ｉｉ）１
つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもし
くはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ１２ハロア
ルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロ
アルキル、または（ｉｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ
、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～
Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルである。さらに好ましくは、Ｒ’は、各
発生において、独立して、水素またはＣ１～Ｃ１２アルキルである。一実施形態では、Ｘ
１は－（ＣＨ２）２－または－（ＣＨ２）３－である。残りの変数に対する値、および好
ましい値は、式（ＸＩＩ）について説明した通りである。
【００５３】
　各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレ
ン基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換された
アリーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンである。好まし
くは、Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１～
Ｃ１２アリールアルキレンである。より好ましくは、Ｙ１はＣ１～Ｃ１２アルキレンであ
る。残りの変数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＩＩ）について説明した通りで
ある。
【００５４】
　各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意に置換されたＣ
３～Ｃ１２シクロアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンも
しくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、
Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換された
ジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールである。好ましくは、Ｒｚは、ハロゲン
、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１２
ハロアルキルで置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルまたはフェニルである。残りの変数に
対する値、および好ましい値は、式（ＸＩＩ）について説明した通りである。
【００５５】
　Ａｒ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたアリール、または任意に置換
されたヘテロアリールである。好ましくは、Ａｒ１は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～
Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２
アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、または任意
に置換されたアリールアミノから選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に置換され
た、フェニル、ビフェニル、ナフチル、フェナントリル、アントラセニル、ピレニル、フ
ルオランチルまたはフルオレニルから選択される。より好ましくは、Ａｒ１は、各発生に
おいて、独立して、

、

、または
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である。
【００５６】
　残りの変数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＩＩ）について説明した通りであ
る。
【００５７】
　Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２ア
ルキル、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または任意に置換された
アリール、または任意に置換されたヘテロアリールである。好ましくは、Ｒａ１およびＲ
ｂ１は、各発生において、独立して、（ｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～
Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそれぞれ
任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または
、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２ア
ルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換され
たアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキ
ルで任意に置換されたフェニルである。より好ましくは、Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生
において、独立して、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２ア
ルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換され
たアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキ
ルで任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはフェニルである。さらに好ましく
は、Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ
３ハロアルキルまたはＣ１～Ｃ３アルコキシ基で任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキ
ルまたはフェニルである。残りの変数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＩＩ）に
ついて説明した通りである。
ｓは、０、または１から８までの整数である。
【００５８】
　式（ＸＩＩ）の一実施形態では、式（ＸＩＩ）の少なくとも１つの－Ｘ１－Ａｒ１基は
、他の－Ｘ１－Ａｒ１基と異なる。好ましくは、構造式（ＸＩＩ）において、少なくとも
１つのＡｒ１基は、他のＡｒ１基と異なる。残りの変数に対する値、および好ましい値は
、式（ＸＩＩ）について説明した通りである。
本発明の第１の特定の実施形態は、式（ＸＸ）の結合剤である。

式（ＸＸ）中、ナフトは、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１
２アルケンもしくはＣ２～Ｃ１２アルキン、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２
ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ、任意に置換
されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で任意に置換されたナフチルで
あり、ａおよびｂは、独立して、ａ＋ｂ＝４となるような１から３までの正の整数である
。変数Ａｒ１、Ｘ１、ならびにＲａ１およびＲｂ１に対する値、および好ましい値は、式
（ＸＩＩ）について上に定義した通りである。
【００５９】
　式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）中の変数に対する特定の値の組は、以下の段落に記載され
る。
【００６０】
　式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）中の変数に対する特定の値の第１の組において、Ｘ１は、
各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換され
たＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、
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任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－である。一実施形
態では、Ｙ１は、式（ＸＩＩ）に関して上に定義した通りである。他の実施形態では、Ｙ

１は、共有結合、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１
～Ｃ１２アリールアルキレンである。残りの変数に対する値、および好ましい値は、式（
ＸＩＩ）および（ＸＸ）について上に定義した通りである。
【００６１】
　式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）中の変数に対する特定の値の第２の組において、Ｘ１は、
各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換され
たＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、
任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－であり、Ｙ１は、
任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリール
アルキレンであり、Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意
に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ
１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、
ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任
意に置換されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールである。残りの変数に対
する値、および好ましい値は、式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）について上に定義した通りで
ある。
【００６２】
　式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）中の変数に対する特定の値の第３の組において、Ｘ１は、
各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換され
たＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、
任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－であり、Ｙ１は、
任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリール
アルキレンであり、Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意
に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ
１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、
ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任
意に置換されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールであり、Ａｒ１は、ハロ
ゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１
２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１
２ハロアルキル、または任意に置換されたアリールアミノから選択される１つ以上の置換
基でそれぞれ任意に置換された、フェニル、ビフェニル、ナフチル、フェナントリル、ア
ントラセニル、ピレニル、フルオランチルまたはフルオレニルから選択される。残りの変
数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）について上に定義した
通りである。
【００６３】
　式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）中の変数に対する特定の値の第４の組において、Ｘ１は、
各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換され
たＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、
任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－であり、Ｙ１は、
任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリール
アルキレンであり、Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意
に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ
１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、
ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任
意に置換されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールであり、Ａｒ１は、ハロ
ゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１
２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１
２ハロアルキル、または任意に置換されたアリールアミノから選択される１つ以上の置換
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基でそれぞれ任意に置換された、フェニル、ビフェニル、ナフチル、フェナントリル、ア
ントラセニル、ピレニル、フルオランチルまたはフルオレニルから選択され、Ｒａ１およ
びＲｂ１は、各発生において、独立して、（ｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ
１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそれ
ぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、ま
たは、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１
２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換
されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロア
ルキルで任意に置換されたフェニルである。残りの変数に対する値、および好ましい値は
、式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）について上に定義した通りである。
【００６４】
　式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）中の変数に対する特定の値の第５の組において、Ｘ１は－
（ＣＨＲ’）ｎ－であり、式中、ｎは１から１２であり、Ｒ’は、各発生において、独立
して、（ｉ）水素、または（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アル
コキシ、もしくはＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２
アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または（ｉｉｉ）１つ以上のハロゲン、
ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２ア
ルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換
されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルで
あり、Ａｒ１は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケ
ンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリー
ルオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、または任意に置換されたアリールアミノから選択
される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に置換された、フェニル、ビフェニル、ナフチル
、フェナントリル、アントラセニル、ピレニル、フルオランチルまたはフルオレニルから
選択され、Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、（ｉ）１つ以上のハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１
２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１
２シクロアルキル、または、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およ
びＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルである。残りの変数に対する値
、および好ましい値は、式（ＸＩＩ）および（ＸＸ）について上に定義した通りである。
【００６５】
　本発明の第２の特定の実施形態は、式（ＸＸＩＩ）の結合剤である。

式中、ｙは２から６の正の整数である。残りの変数に対する値、および好ましい値は、式
（ＸＩＩ）および（ＸＸ）について説明した通りである。
【００６６】
　式（ＸＩＩ）および（ＸＸＩＩ）中の変数に対する特定の値の第１の組において、Ｘ１

は－（ＣＨＲ’）ｎ－であり、式中、ｎは１から１２であり、Ｒ’は、各発生において、
独立して、（ｉ）水素、または（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１
２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２
アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ
１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または（ｉｉｉ）１つ以上のハロゲ
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ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１
２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に
置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニ
ルであり、Ａｒ１は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたア
リールオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、または任意に置換されたアリールアミノから
選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に置換された、フェニル、ビフェニル、ナフ
チル、フェナントリル、アントラセニル、ピレニル、フルオランチルまたはフルオレニル
から選択され、Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、（ｉ）１つ以上のハ
ロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～
Ｃ１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～
Ｃ１２シクロアルキル、または、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ
１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１
２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基
およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルである。残りの変数に対す
る値、および好ましい値は、式（ＸＩＩ）および（ＸＸＩＩ）について上に定義した通り
である。
【００６７】
　式（ＸＩＩ）および（ＸＸＩＩ）中の変数に対する特定の値の第２の組において、Ｘ１

は－（ＣＨＲ’）ｎ－であり、式中、ｎは１から１２であり、Ｒ’は、各発生において、
独立して、（ｉ）水素、または（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１
２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２
アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ
１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または（ｉｉｉ）１つ以上のハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１
２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に
置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニ
ルであり、Ｒａ１およびＲｂ１は、各発生において、独立して、（ｉ）１つ以上のハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１
２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１
２シクロアルキル、または、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２
アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２ア
ルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およ
びＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルであり、Ａｒ１は、各発生にお
いて、独立して、

、

、または

である。
【００６８】
　残りの変数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＩＩ）および（ＸＸＩＩ）につい
て上に定義した通りである。
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【００６９】
　式（ＸＩＩ）および（ＸＸＩＩ）中の変数に対する特定の値の第３の組において、Ｘ１

は－（ＣＨ２）２－または－（ＣＨ２）３－であり、ｙは２または３であり、Ｒａ１およ
びｂ１は、各発生において、独立して、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ
、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～
Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはフェニルであり
、Ａｒ１は、各発生において、独立して、

、

、または

である。
【００７０】
　さらに他の実施形態において、本発明の結合剤は、構造式（ＸＩＩＡ）で表される化合
物である。

【００７１】
　式（ＸＩＩＡ）において、Ｘ３は、Ｘ１または

であり、Ｘ１、Ｒａ１、Ｒｂ１、およびＡｒ１に対する値、および好ましい値は、式（Ｘ
ＩＩ）、（ＸＸ）および（ＸＸＩＩ）について上に定義した通りである。式（ＸＩＩＡ）
の一実施形態では、式（ＸＩＩＡ）の少なくとも３つの－Ｘ３－Ａｒ１基は、他の－Ｘ３

－Ａｒ１基と異なる。好ましくは、構造式（ＸＩＩＡ）において、少なくとも１つのＡｒ
１基は、他のＡｒ１基と異なる。残りの変数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＩ
ＩＡ）、（ＸＩＩ）、（ＸＸ）および（ＸＸＩＩ）について説明した通りである。
【００７２】
　式（ＸＩＩ）の化合物の例は、構造式（ＸＩ）で表される。
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【００７３】
　他の実施形態において、本発明は、構造式（ＸＶ）で表される化合物である。

【００７４】
　式（ＸＶ）中の変数に対する値、および好ましい値は、以下に定義され、さらに下の段
落にも記載される。
【００７５】
　好ましくは、式（ＸＶ）において、置換基Ａｒ２、およびＸ２、および変数ｋの値は、
上述の化合物の屈折率が１．５５０以上となるように、および／または上述の化合物の粘
度が１７５センチストークス以上となるように選択される。
【００７６】
　Ｒ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル、任意に
置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキルまたは任意に置換されたアリールである。好まし
くは、Ｒ２は、各発生において、（ｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１
２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそれぞれ任意
に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、または、（
ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたア
リールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで
置換されたフェニルである。より好ましくは、Ｒ２は、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３
ハロアルキル、またはＣ１～Ｃ３アルコキシ基で任意に置換された、メチル、エチル、ま
たはフェニルである。
【００７７】
　Ｘ２は、各発生において、独立して、共有結であるか、または任意に置換されたＣ１～
Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換された
Ｃ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン基、－Ｙ１－［Ｏ－Ｙ１

］ｓ－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｏ－Ｙ１－
Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１

－である。好ましくは、Ｘ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ
１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換されたＣ
１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－Ｓｉ（Ｒ
ｚ）２－Ｙ１－である。より好ましくは、Ｘ２は－（ＣＨＲ’）ｎ－であり、式中、ｎは
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１から１２であり、Ｒ’は、各発生において、独立して、（ｉ）水素、または（ｉｉ）１
つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもし
くはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ１２ハロア
ルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロ
アルキル、または（ｉｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ
、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～
Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルである。さらに好ましくは、Ｘ２は、－
（ＣＨ２）２－または－（ＣＨ２）３－である。残りの変数に対する値、および好ましい
値は、式（ＸＶ）について説明した通りである。
【００７８】
　Ａｒ２は、各発生において、独立して、任意に置換されたアリール、または任意に置換
されたヘテロアリールである。より好ましくは、Ａｒ２は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ
１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置
換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、または任意に置換されたアリール
アミノから選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に置換される、フェニル、ビフェ
ニル、ナフチル、フェナントリル、アントラセニル、ピレニル、フルオランチルまたはフ
ルオレニルから選択される。一実施形態では、Ａｒ２は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１
～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ
１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ、任意に
置換されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で任意に置換されたナフチ
ルである。より好ましくは、Ａｒ２は、各発生において、独立して、

、

、または

である。
【００７９】
　さらに好ましくは、Ａｒ２は、フェニルまたは２－ナフチルまたは３－クロロフェニル
である。残りの変数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＶ）について説明した通り
である。
【００８０】
　各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意に置換されたＣ
３～Ｃ１２シクロアルキル基、または、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンも
しくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、
Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ基または任意に置換された
ジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールである。好ましくは、Ｒｚは、ハロゲン
、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ１２
ハロアルキルで置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルまたはフェニルである。残りの変数に
対する値、および好ましい値は、式（ＸＶ）について説明した通りである。
【００８１】
　各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレ
ン基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換された
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アリーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンである。好まし
くは、Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまたは任意に置換されたＣ１～
Ｃ１２アリールアルキレンである。より好ましくは、Ｙ１はＣ１～Ｃ１２アルキレンであ
る。残りの変数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＶ）について説明した通りであ
る。
【００８２】
　ｋは、３から６の整数であり、ｓは、０、または１から８までの整数である。残りの変
数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＶ）について説明した通りである。
【００８３】
　式（ＸＶ）の一実施形態では、式（ＸＶ）の少なくとも１つの－Ｘ２－Ａｒ２基は、他
の－Ｘ２－Ａｒ２－基と異なる。好ましくは、構造式（ＸＶ）において、少なくとも１つ
のＡｒ２基は、他のＡｒ２基と異なる。残りの変数に対する値、および好ましい値は、式
（ＸＶ）について説明した通りである。
【００８４】
　本発明の第１の特定の実施形態は、式（ＸＶＩ）の結合剤である。

【００８５】
　式（ＸＶＩ）中、ナフトは、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケ
ンもしくはアルキン、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～
Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ、任意に置換されたアリールアミノ
または任意に置換されたアリール基で任意に置換されたナフチルであり、ｖおよびｗは、
ｖおよびｗの和が３、４、５、または６となるような正の整数である。残りの値に対する
値、および好ましい値は、式（ＸＶ）について上に定義した通りである。
【００８６】
　式（ＸＶ）および（ＸＶＩ）中の変数に対する特定の値の組は、以下の段落に記載され
る。
【００８７】
　式（ＸＶ）および（ＸＶＩ）の変数に対する値の第１の組において、ナフトは、ハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン、Ｃ３～Ｃ１２シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換された
アリールオキシ、任意に置換されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で
任意に置換されたナフチルであり、ｖおよびｗは、ｖおよびｗの和が３、４、５、または
６となるような正の整数であり、Ｘ２は、各発生において、独立して、任意に置換された
Ｃ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換
されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－
Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－である。残りの値に対する値、および好ましい値は、式（ＸＶ）
について上に定義されている。
【００８８】
　式（ＸＶ）および（ＸＶＩ）の変数に対する値の第２の組において、ナフトは、ハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン、Ｃ３～Ｃ１２シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換された
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アリールオキシ、任意に置換されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で
任意に置換されたナフチルであり、ｖおよびｗは、ｖおよびｗの和が３、４、５、または
６となるような正の整数であり、Ｘ２は、各発生において、独立して、任意に置換された
Ｃ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換
されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－
Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－であり、Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまた
は任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンである。残りの値に対する値、およ
び好ましい値は、式（ＸＶ）について上に定義されている。
【００８９】
　式（ＸＶ）および（ＸＶＩ）の変数に対する値の第３の組において、ナフトは、ハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン、Ｃ３～Ｃ１２シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換された
アリールオキシ、任意に置換されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で
任意に置換されたナフチルであり、ｖおよびｗは、ｖおよびｗの和が３、４、５、または
６となるような正の整数であり、Ｘ２は、各発生において、独立して、任意に置換された
Ｃ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換
されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－
Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－であり、Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまた
は任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、Ｒｚ独立して、任意に置換
されたＣ１～Ｃ１２アルキル基、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキル基、また
は、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン基、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、
ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換されたアリールオキシ
基または任意に置換されたジアリールアミノ基で任意に置換されたアリールである。残り
の値に対する値、および好ましい値は、式（ＸＶ）について上に定義されている。
【００９０】
　式（ＸＶ）および（ＸＶＩ）の変数に対する値の第４の組において、ナフトは、ハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン、Ｃ３～Ｃ１２シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換された
アリールオキシ、任意に置換されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で
任意に置換されたナフチルであり、ｖおよびｗは、ｖおよびｗの和が３、４、５、または
６となるような正の整数であり、Ｘ２は、各発生において、独立して、任意に置換された
Ｃ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換
されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－
Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－であり、Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまた
は任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、Ａｒ２は、ハロゲン、ヒド
ロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキ
シ、任意に置換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、または任意に置換さ
れたアリールアミノから選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に置換された、フェ
ニル、ビフェニル、ナフチル、フェナントリル、アントラセニル、ピレニル、フルオラン
チルまたはフルオレニルから選択される。残りの値に対する値、および好ましい値は、式
（ＸＶ）について上に定義した通りである。
【００９１】
　式（ＸＶ）および（ＸＶＩ）の変数に対する値の第５の組において、ナフトは、ハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン、Ｃ３～Ｃ１２シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換された
アリールオキシ、任意に置換されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で
任意に置換されたナフチルであり、ｖおよびｗは、ｖおよびｗの和が３、４、５、または
６となるような正の整数であり、Ｘ２は、各発生において、独立して、任意に置換された
Ｃ１～Ｃ１２アルキレン、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、任意に置換
されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレン、任意に置換されたアリーレン、または－Ｙ１－
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Ｓｉ（Ｒｚ）２－Ｙ１－であり、Ｙ１は、任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アルキレンまた
は任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、Ａｒ２は、ハロゲン、ヒド
ロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキ
シ、任意に置換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、または任意に置換さ
れたアリールアミノから選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に置換された、フェ
ニル、ビフェニル、ナフチル、フェナントリル、アントラセニル、ピレニル、フルオラン
チルまたはフルオレニルから選択され、Ｒ２は、各発生において、（ｉ）１つ以上のハロ
ゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１～Ｃ
１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ
１２シクロアルキル、または、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１
２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２
アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基お
よびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルである。残りの値に対する値
、および好ましい値は、式（ＸＶ）について上に定義されている。
【００９２】
　式（ＸＶ）および（ＸＶＩ）の変数に対する値の第６の組において、ナフトは、ハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン、Ｃ３～Ｃ１２シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換された
アリールオキシ、任意に置換されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で
任意に置換されたナフチルであり、ｖおよびｗは、ｖおよびｗの和が３、４、５、または
６となるような正の整数であり、Ｘ２は－（ＣＨＲ’）ｎ－であり、式中ｎは１から１２
であり、Ｒ’は、各発生において、独立して、（ｉ）水素、または（ｉｉ）２つ以上のハ
ロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～
Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそ
れぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、
または（ｉｉｉ）２つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ
１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置
換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロ
アルキルで任意に置換されたフェニルであり、Ｒ２は、各発生において、（ｉ）１つ以上
のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ
１～Ｃ１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ
３～Ｃ１２シクロアルキル、または、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１
～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～
Ｃ１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミ
ノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルであり、Ａｒ２は、ハ
ロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン基、Ｃ１～Ｃ
１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、または
任意に置換されたアリールアミノから選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に置換
された、フェニル、ビフェニル、ナフチル、フェナントリル、アントラセニル、ピレニル
、フルオランチルまたはフルオレニルから選択される。残りの値に対する値、および好ま
しい値は、式（ＸＶ）について上に定義されている。
【００９３】
　式（ＸＶ）および（ＸＶＩ）の変数に対する値の第７の組において、ナフトは、ハロゲ
ン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、アルケンもしくはアルキン、Ｃ３～Ｃ１２シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換された
アリールオキシ、任意に置換されたアリールアミノまたは任意に置換されたアリール基で
任意に置換されたナフチルであり、ｖおよびｗは、ｖおよびｗの和が３、４、５、または
６となるような正の整数であり、Ｘ２は（ＣＨＲ’）ｎ－であり、式中ｎは１から１２で
あり、Ｒ’は、各発生において、独立して、（ｉ）水素、または（ｉｉ）２つ以上のハロ
ゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ



(42) JP 2009-511638 A 2009.3.19

10

20

30

40

１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、もしくはＣ１～Ｃ１２ハロアルキルでそれ
ぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルキル、ま
たは（ｉｉｉ）２つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１
２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、任意に置換
されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ基およびＣ１～Ｃ１２ハロア
ルキルで任意に置換されたフェニルであり、Ｒ２は、各発生において、（ｉ）１つ以上の
ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、およびＣ１
～Ｃ１２ハロアルキルでそれぞれ任意に置換された、Ｃ１～Ｃ１２アルキルもしくはＣ３
～Ｃ１２シクロアルキル、または、（ｉｉ）１つ以上のハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～
Ｃ１２アルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ２～Ｃ１２アルキニル基、Ｃ１～Ｃ
１２アルコキシ、任意に置換されたアリールオキシ基、任意に置換されたアリールアミノ
基およびＣ１～Ｃ１２ハロアルキルで任意に置換されたフェニルであり、Ａｒ２は、各発
生において、独立して、

、

、または

である。
【００９４】
　残りの値に対する値、および好ましい値は、式（ＸＶ）について上に定義されている。
【００９５】
　式（ＸＶ）の第二の特定の実施形態は、構造式（ＸＶＩＩ）で表される結合剤である。

【００９６】
　式（ＸＶＩＩ）の残りの値に対する値、および好ましい値は、式（ＸＶ）および（ＸＶ
Ｉ）について上に定義されている。好ましくは、式（ＸＶＩＩ）において、ｙは２から６
の正の整数である。
【００９７】
　本発明の第３の特定の実施形態は、構造式（Ｘ）で表される結合剤である。
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【００９８】
　式（Ｘ）中の変数に対する値、および好ましい値は、式（ＸＶ）、（ＸＶＩ）および（
ＸＶＩＩ）について上に定義した通りである。好ましくは、式（Ｘ）中、Ｘ２は－（ＣＨ

２）２－である。
【００９９】
　式（ＸＶ）、（ＸＶＩ）、（ＸＶＩＩ）および（Ｘ）の変数に対する値の特定の組にお
いて、Ｘ２は－（ＣＨ２）２－または－（ＣＨ２）３－であり、Ａｒ２はフェニルまたは
２－ナフチルまたは３－クロロフェニルであり、ｙは２から６の正の整数である。
【０１００】
　一実施形態では、本発明はまた、本願で開示される環状結合剤の混合であり、ｋはそれ
ぞれの結合剤ごとに異なる。例えば、本発明は、式（ＸＶ）、（ＸＶＩ）および（ＸＶＩ
Ｉ）の化合物の混合であり、変数ｋの値は、それぞれの化合物ごとに異なる。
【０１０１】
　式（ＸＶ）の化合物の例を以下に示す。
【０１０２】
　構造式（Ｉ）、（ＩＩ）および（ＩＩＩ）に示されるような本発明の結合剤の芳香族部
分は、同一であってもよく（テトラフェニルテトラメティルシクロテトラシロキサン基系
またはとトラナフチルプロピル‐テトラメチルシクロテトラシロキサン基系（構造式（Ｉ
Ｖ）参照）等）、あるいは異なっていてもよい（例として、テトラシクロ（ｄ４）シロキ
サンコア（構造式（Ｖ）参照）、または３もしくは５等の他の繰り返し単位数、または異
なる繰り返し単位数の組み合わせからなる環状シロキサンコアへの、ナフチル基およびフ
ェニル基の混合等）。

【０１０３】
　好ましい実施形態の拡散性結合剤は、多くの反応経路により得ることができる。ヒドロ
シリル化反応が、これらの材料を作成するのに便利である。例えば、１，３，５，７－テ
トラビニル－１，３，５，７－テトラメチルシクロテトラシロキサンをジフェニルメチル
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シラン等のアリール置換ヒドロシランと反応させて、構造式（ＶＩ）の化合物を作成する
ことができる。

【０１０４】
　あるいは、１，３，５，７－テトラメチルシクロテトラシロキサンを１－アリルナフタ
レン等のアリールアルケンと反応させて、構造式（ＶＩＩ）の結合剤を作成することがで
きる。

【０１０５】
　あるいは、任意に、結合剤材料中の環サイズの分布を得るために、メチルヒドロシクロ
シロキサン等、比較的明確性の低い開始材料を利用することもまた可能である。所望の物
理的性質を与えるために、結合剤の作成にアリール‐アルケン混合物を使用するのもまた
望ましい場合がある。例えば、配合における混和性、結合剤の粘度、および結合剤のモル
屈折率等の性質を、その時の用途に合わせて調整することができる。
【０１０６】
　あるいは、本発明の拡散性結合剤は、アリールジクロロメチルシランまたはアリールア
ルキルジクロロメチルシランの加水分解反応によっても作成することができる。加水分解
は、直鎖および環状生成物両方の熱力学的な混合を生み出す傾向があり、そのような混合
物は、ホログラフィック記録媒体の配合に使用されると、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録
商標）　７１０および７０５のシリコーン溶液を使用した場合に比べ、堅牢性が向上する
ことを示している。
【０１０７】
　本発明の本媒体の工程および作成に使用される結合剤は、好ましくは、使用されるモノ
マーのカチオン重合を阻害せず（例えば、カチオン重合を「サポート」する）、使用され
るモノマーとの混和性を有し、形成される重合構造との混和性を有し、重合したモノマー
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またはオリゴマーの屈折率とは著しく異なる屈折率を有する（例えば、結合剤の屈折率は
、重合したモノマーの屈折率とは、少なくとも０．０４、好ましくは少なくとも０．０９
異なる）。本実施形態の結合剤は、一般の場合のように前述の媒体における粘着性を増加
させるために必要であり、また好ましくは「拡散性」である。例として、拡散性結合剤は
、結合剤成分の拡散型の挙動により、ホログラフィック記録の間重合するモノマーまたは
オリゴマーから分離する。一般に、結合剤は本願で説明される重合工程に不活性でもよく
、または任意に、（カチオン重合、フリーラジカル重合または他の好適な重合により）１
つ以上の重合事象の間重合してもよい。好ましくは、結合剤は、本願で定義される重合工
程に不活性であり、より好ましくは、拡散性である。
【０１０８】
　本発明における使用に好ましいモノマーは、エポキシ官能基を有するシロキサンであり
、これは、長期間の保存には一般に安定であるが、急速なカチオン重合を起こすことがで
きる化合物である。例えば、ＵＳ６，７８４，３００およびＥＰ１　３１７　４９８　Ｂ
１（これらの教示はここに組み入れられる）を参照されたい。
【０１０９】
　本発明の記録媒体に使用される酸発生剤は、化学線に曝されると酸を生成する。本願に
おいて、「酸発生剤」またはＰＡＧという用語は、放射線で誘発される酸形成に関与する
、媒体の１つまたは複数の成分を指すよう使用される。このように、酸発生剤は、酸を直
接生成する単一の化合物のみを含んでもよい。あるいは、酸発生剤は、酸を生成する酸生
成成分と、該酸生成成分を特定波長の化学線に感受性を持たせる、一つ以上の増感剤とを
含んでもよいが、これについては以下でより詳細に説明する。酸発生剤から生成される酸
は、ブレンステッド酸でもルイス酸でもよいが、もちろんこれはモノマーのカチオン重合
を誘発するタイプと強さの酸であることを条件とする。酸がブレンステッド酸を生成する
場合、この酸は、好ましくはｐＫａが約０より小さい。本媒体において、ジアゾニウム、
スルホニウム、ホスホニウム、ヨードニウムの塩等の既知の超酸前駆物質を使用すること
ができるが、ヨードニウム塩が一般に好ましい。本媒体においては、ジアリールヨードニ
ウム塩が良好な効果を示すことが分かっており、特定の好ましいジアリールヨードニウム
塩は、（５－オクチルオキシフェニル）フェニルヨードニウムヘキサフルオロアンチモネ
ートおよびジトリルヨードニウムテトラキス（ペンタフルオロフェニル）ボレートである
。
【０１１０】
　増感剤が全く存在しない場合、ヨードニウム塩は、典型的に、約３００ｎｍより下の遠
紫外域の放射線に対してのみ感受性があるが、現在、遠紫外線の使用は、ある特定の出力
レベルのためには、可視レーザよりも大幅に高価であるため、ホログラムの生成には不都
合である。しかし、増感剤がない場合にはヨードニウム塩がほぼ感受性ではない様々な波
長の化学線に対しても、様々な増感剤の添加により、該塩が感受性となることができるこ
とがよく知られている。特に、ある芳香族炭化水素を使用すると、ヨードニウム塩は可視
光線に感受性となることができ、そのタイプの特定の好ましい増感剤は、５，１２－ビス
（フェニルエチニル）ナフタセンもしくはルブレン、または、例として、ＷＯ　２００４
／０５９３８９　Ａ２（その教示はここに組み入れられる）に記載のこれらの増感剤であ
り、これはさらにスルホニウム塩の増感剤でもある。上記の増感剤により、ヨードニウム
塩は、これに限定されないが、アルゴンイオンレーザからの５１４．５および４８８ｎｍ
の放射線、および、ダイオード励起周波数２倍ＹＡＧレーザからの５３２ｎｍの放射線（
ＶＯ４を含む結晶の場合、波長は一般にやや短く、約５２４～５３２ｎｍの間となる）等
の可視化学線に感受性となり、これらはともにホログラム生成のための便利な光源となる
。好ましくは、ホログラフィック媒体の可視吸収が露光の間大幅に減少するように、増感
剤は光退色性である。
【０１１１】
　本発明のホログラフィック記録媒体における酸発生剤、増感剤、結合剤、およびモノマ
ーの割合は、やや幅広く変化することがあり、熟練者は、特定の成分の最適な割合、およ
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び使用方法を、経験的に即座に決定することができる。好適な割合の選択における指針は
、米国特許第５，７５９，７２１号および第６，７８４，３００号に記載されており、こ
れらの教示は、参照することにより本願に組み入れられる。しかし、一般的に、本媒体は
、エポキシ当量が好ましくは約３００（ｇ／モルエポキシ）を超える多官能性エポキシド
モノマーの重量部に対し、約０．２５～約５重量部の単官能性または二官能性のエポキシ
ドを含むことが好ましい。本発明の結合剤とモノマーの溶液は、広範の組成比を有するこ
とができ、好ましくは、結合剤約９０部に対しモノマーまたはオリゴマー１０部（重量比
）から、結合剤約１０部に対しモノマーまたはオリゴマー９０部（重量比）にわたる。媒
体は、モノマーの総重量に対し、結合剤約０．１６７～約５重量部を含むことが好ましい
。
【０１１２】
本発明の結合剤を含むホログラフィック記録媒体
　一実施形態において、本発明は、重合可能な媒体であり、化学線に曝されると酸を生成
する、光酸発生剤化合物（ＰＡＧ）と、特定波長の光に反応して酸を生成するＰＡＧを増
感する染料と、化学線に曝されたときにＰＡＧにより生成された前記酸により開始される
カチオン重合を起こすことができる、少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマーと、上
記の本発明の結合剤とを含む。
【０１１３】
　好ましくは、媒体を化学線に曝し、続いてモノマーまたはオリゴマーが重合した後、モ
ノマーまたはオリゴマーから形成されたポリマーから結合剤が化学的分離および空間的隔
離を起こすことで、ホログラフィック記録媒体内での屈折率が調整されるように、結合剤
が選択される。本実施形態では、重合可能な媒体は、ホログラフィック記録媒体として用
いることができる。
【０１１４】
　混合物を含む、いずれの本発明の結合剤の１つ以上も、本発明の重合可能なホログラフ
ィック記録媒体に使用することができる。
【０１１５】
　好ましくは、本発明の重合可能なホログラフィック記録媒体では、前記結合剤のモル屈
折率が１．５５より大きい。一実施形態では、少なくとも１つのモノマーまたはオリゴマ
ーは、ＰＡＧにより生成された前記酸により開始されるカチオン重合を起こすことができ
る、エポキシドモノマーまたはオリゴマーである。好ましくは、少なくとも１つのエポキ
シドモノマーまたはオリゴマーは、多官能性エポキシドモノマーまたはオリゴマーである
。例えば、少なくとも１つのエポキシドモノマーまたはオリゴマーは、シクロアルケンオ
キサイドを含む。
【０１１６】
　少なくとも１つの多官能エポキシドモノマーまたはオリゴマーは、約３００ｇ／モルエ
ポキシを超えるエポキシ当量のシロキサンを含むことが好ましい。
【０１１７】
　典型的には、本発明の結合剤を含む記録材料のモノマーおよびオリゴマーは、エポキシ
官能基を有するシロキサンである。エポキシ基の好ましいタイプは、シクロアルケンオキ
サイド基、特にシクロヘキセンオキサイド基である。本願では、「多官能性」モノマーま
たはオリゴマーは、特定の官能性の少なくとも３つの基、この場合では少なくとも３つの
エポキシ基有する化合物と定義される。本願では「多官能性」および「多機能性」は、互
いに交換可能に使用される。「二官能性」モノマーまたはオリゴマーは、特定の官能性の
２つの基を有する化合物であり、「単官能性」モノマーまたはオリゴマーは、特定の官能
性の１つの基を有する化合物である。
【０１１８】
　好適なモノマーおよびオリゴマーは、例えば、米国特許第５，７５９，７２１号、米国
特許第６，４８９，０６５号、米国特許第６，７８４，３００号、米国特許第７，０７０
，８８６号、および米国特許出願第１１／３８５，９７９号に記載されている。これらの
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特許および特許出願の全ての教示が、参照することによりここに組み入れられる。
【０１１９】
　好ましくは、モノマーまたはオリゴマーは、ＰＡＧにより生成される酸により開始され
るカチオン重合を起こすことができるエポキシドモノマーまたはオリゴマーである。より
好ましくは、モノマーまたはオリゴマーは、多官能性エポキシドモノマーまたはオリゴマ
ーである。さらに好ましくは、エポキシドモノマーまたはオリゴマーは、シクロアルケン
オキサイドを含む。さらに好ましくは、少なくとも１つの多官能エポキシドモノマーまた
はオリゴマーは、約３００ｇ／モルエポキシを超えるエポキシ当量のシロキサンを含む。
一般に、本発明での使用に好適なモノマーまたはオリゴマーは、構造式（ＸＸＸ）で表さ
れる。

式（ＸＸＸ）中、Ｒは、置換もしくは非置換の脂肪族基、置換もしくは非置換のアリール
基、または下記構造式

、および

で表される基である。
【０１２０】
　他の実施形態では、本発明での使用に好適なモノマーまたはオリゴマーは、構造式（Ｘ
ＸＸＩＩ）で表される。

式（ＸＸＸ）および（ＸＸＸＩＩ）中、
Ｘ４およびＸ５は、それぞれ独立して、各Ｒｚは、独立して、任意に置換されたＣ１～Ｃ
１２アルキル基、任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキルアルキル基、または、Ｃ
１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルケンもしくはＣ１～Ｃ１２アルキン基、Ｃ１～Ｃ
１２ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ基、任意に置換さ
れたアリールオキシ基または任意に置換されたジアリールアミノ基で任意に置換されたア
リールであり、
各Ｙ１は、独立して、共有結合であるか、または任意に置換されたＣ１～１２アルキレン



(48) JP 2009-511638 A 2009.3.19

10

20

30

40

基、または任意に置換されたＣ３～Ｃ１２シクロアルキレン、または任意に置換されたア
リーレン基、または任意に置換されたＣ１～Ｃ１２アリールアルキレンであり、
各Ｒａは、独立して、置換もしくは非置換の脂肪族基、または置換もしくは非置換のアリ
ール基であり、
各Ｒｂは、エポキシドで置換された脂肪族基であり、
Ｒｃは、Ｈ、非置換脂肪族基、置換脂肪族基、非置換アリール基、置換アリール基、置換
シロキサン基、非置換シロキサン基、置換ポリシロキサン基、または非置換ポリシロキサ
ン基であり、
各Ｒ７基は、独立して、非置換脂肪族基、置換脂肪族基、非置換アリール基、または置換
アリール基であり、
各Ｒ８は、Ｒ９、水素、アルケニル、置換もしくは非置換のＣ１～１２アルキル、Ｃ１～
１２シクロアルキル、アリール置換Ｃ１～１２アルキルもしくはアリール、または、Ｒｚ

－（Ｏ－Ｙ１）ｒ－、（Ｒｚ）３－Ｓｉ－（Ｏ－Ｓｉ（Ｒｚ）２）ｓ－Ｙ１－、または（
Ｒｚ）３Ｓｉ－（Ｏ－Ｓｉ（Ｒｚ）２）ｓ－Ｏ－であり、
各Ｒ９は、独立して、下記構造式で表され、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｍは、１、２、３または４であり、
ｒは、１から１０の整数であり、
ｓは、０、または１から８までの整数である。
【０１２１】
　好適なモノマーおよびオリゴマーの例には、下記構造式で表される化合物が含まれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（式中、ＲＸはＣ１～Ｃ６アルキル、好ましくはメチルである。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（式中、Ｒは下記式で表される。
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）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（例えば、
　　　　　　　　　　　　　　　　

および

）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（例えば、
　　　　　　　　　　　　　　　　　

）
【０１２２】
　他の実施形態において、本発明は、本発明のホログラフィック記録媒体内にホログラム
を記録する方法である。この方法は、化学線に曝されると酸を生成する化合物が感受性の
ある、コヒーレントな化学線の参照波と、該コヒーレントな化学線の物体波とを前記媒体
内に通過させ、それにより前記媒体内に干渉縞を形成し前記媒体内にホログラムを記録す
るステップを含む。
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（実施例）
　例証としてではあるが、特に好ましい結合剤およびモノマー、ならびに本発明の好まし
い媒体において使用される条件および技術の詳細を示すために以下の例を挙げる。
【０１２４】
実施例１Ａ：アリールアルケンで完全に置換された環状四量体を使用してアリールアルキ
ル‐シクロテトラシロキサンを生成した、本発明の結合剤
　２，４，６，８－テトラキス［３－（１－ナフチル）プロピル］－２，４，６，８－テ
トラメチルシクロテトラシロキサン

【０１２５】
　オイルバス、マグネチックスターラ、温度計、および窒素バブリング器に連結された２
５ｍｌ滴下ロートを備えた５０ｍｌの３ＮＲＢフラスコに、１，３，５，７－テトラメチ
ルシクロテトラシロキサン（２．４ｇ、ＧＣにより９９．５面積％、ＩＲスペクトルでは
２１７１ｃｍ－１にＳｉＨが示された）を添加した。次に１－アリルナフタレン（８．４
ｇ）を滴下ロートに添加した。フラスコを窒素でパージし、オイルバス中で～７０℃に加
熱した後、ＴＰＰＰ触媒溶液（１４０μｌ）をニートのシランに添加し、次に１－アリル
ナフタレンを滴下により添加した。添加は、～２０分で完了し、その後、容器の温度を１
００℃まで上げるためにバスの温度をゆっくりと１１０℃まで上げ、窒素雰囲気下で一晩
撹拌を続けた。ＴＬＣ分析（Ｋ５Ｆシリカ）では、Ｒｆ＝０．６０のアリルナフタレン、
Ｒｆ＝０．３３の生成物、Ｒｆ＝０．２２の非常に弱いスポット、そして原点のスポット
だけが示された。ＩＲスペクトルでは、２１００～２２００ｃｍ－１領域にＳｉＨピーク
が見られず、完全な反応が確認された。
【０１２６】
　～１１０℃のオイルバス中で、窒素の噴きつけにより揮発性物質を除去した。次に、粘
凋性の油をヘキサン（～５０ｍｌ）と混合すると、濁った混合物を形成した。混合物をシ
リカゲル（Ｂａｋｅｒ　７０２４、４０μ　Ｆｌａｓｈ　Ｃｈｒｏｍａｔｏｇｒａｐｈｙ
　Ｐａｃｋｉｎｇ）２．０ｇで処理した。一晩撹拌した後、真空ろ過により混合物をろ過
すると、無色透明の溶液を得た。ヘキサンを留去した後、１２０℃で窒素を噴きつけ微量
の揮発性物質を除去した。
【０１２７】
　室温で粘凋性の高い無色透明の油の収率は８．２４５ｇ（９０％）、ｎＤ

２０＝１．６
０１６（ｚ＝３０．５）であった。ＴＬＣ分析は、純粋のものと一致した。
【０１２８】
　この試料に対するＧＰＣ分析では、９．３４９分の保持時間で主要な狭いピーク（９８
．５面積％）が示され、また、８．９２４分の保持時間で少量（１．５％）の環状五量体
による小さなピークが示された。
【０１２９】
実施例１Ａの結合剤：
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実施例１ｂ
　上で概説した手順に従い、１，３，５，７－テトラメチルシクロテトラシロキサンの代
わりに１，３，５，７，９－ペンタメチルシクロペンタシロキサンと、テトラキストリフ
ェニルホスフィン白金触媒の代わりに５％Ｐｔ担持炭素を使用して、本発明の環状結合剤
を作成した。構造式（ＶＩＩｂ）で示される生成物質シクロペンタシロキサンは、屈折率
ｎＤ

２０＝１．６０１０（ｚ＝３０）の無色透明の粘凋性の油であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【０１３１】
実施例１Ｃ：
　上で概説した手順に従い、１－アリルナフタレンの代わりに１－イソプロペニルナフタ
レンと、テトラキストリフェニルホスフィン白金触媒の代わりに５％Ｐｔ担持炭素を使用
して、本発明の結合剤を作成した。構造式（ＶＩＩＩ）で示される生成物質シクロテトラ
シロキサンは、屈折率１．６０７０、ｚ＝３０．５の無色透明の粘凋性の油であった。

【０１３２】
実施例２Ａ：
　アリールアルケンの混合で置換された環状メチルシロキサン環の混合を含み、アリール
アルキル置換基の混合を有するアリールアルキルシクロメチルシロキサンを生成する、本
発明の結合剤（下記の例示的な構造式（ＩＸ）を参照）。
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【０１３３】
　オイルバス、マグネチックスターラ、温度計、および窒素バブリング器に連結された２
５ｍｌ滴下ロートを備えた５０ｍｌの３ＮＲＢフラスコに、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＭＨ１１０９シクロメチルシロキサン（ＧＰＣにより、テトラ、
ペンタ、およびヘキサ環状物質の混合と同定、ＩＲスペクトルは２１７１ｃｍ－１にＳｉ
Ｈを示す）、およびＰｔ／Ｃ４０ｍｇ（Ｐｔ含量５％）を添加した。撹拌しながら、反応
容器を～７５℃まで加熱した。１－アリルナフタレン（７．００ｇ）および２－ビニルナ
フタレン（６．４２ｇ）からなる溶液を滴下ロートに入れた後、反応容器に少量ずつ添加
していった。最初の２０％、～２グラムの後、オイルバスの温度を１００℃に上げ、反応
温度を９５℃とした。ナフタレン混合物の第２の分量を添加すると、若干の発熱反応が生
じた。～３０分にわたり溶液の残りを添加しながら、オイルバスの温度を～１２０℃に上
げた。１２０℃で３時間後、赤外分析により示されたように、いくらかのＳｉ－Ｈが変換
されずに残った。さらに１．０ｇの１－アリルナフタレンを反応混合物に添加し、さらに
３時間撹拌を続けた。赤外分析およびＴＬＣでは、完全反応が示された。
【０１３４】
　実施例１で述べたように、比例的にヘキサンおよびシリカゲルを増やして反応を進めて
いくと、屈折率１．６０８２、ｚ＝３１．０の無色透明の粘凋性の油を得た。
【０１３５】
　さらに上記で概説した手順に従い、以下の一般構造を有する構造式（Ｘ）で示される一
連の本発明の「結合剤」を作成した。

式中、ｎおよびｍは、反応に投入するのに使用される正規化されたモル当量であり、Ｙは
、環状メチルシロキサン中の繰り返し単位数である。このタイプの本発明の様々な結合剤
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を、実例として、異なるＡｒ基系、ｎ／ｍ比およびＹの値に対して、また対応する屈折率
ｎＤ

２０とともに、以下の表に列挙する。
【０１３６】

【０１３７】
実施例３：代替の星型形態を用いた、比較のための結合剤
テトラキス［３－（１－ナフチル）プロピルジメチルシロキシ］シラン

　オイルバス、マグネチックスターラ、温度計、および窒素バブリング器に連結された２
５ｍｌ滴下ロートを備えた５０ｍｌの３ＮＲＢフラスコに、テトラキス（ジメチルシロキ
シ）シラン（３．３ｇ、ＧＣにより９７．８面積％、ＩＲスペクトルは２１３６ｃｍ－１

にＳｉＨを示す）を添加した。次に１－アリルナフタレン（８．４ｇ）を滴下ロートに添
加した。フラスコを窒素でパージし、オイルバス中で～６０℃に加熱した後、ＴＰＰＰ触
媒溶液（１４０μｌ）をニートのシランに添加し、次に１－アリルナフタレンを滴下によ
り添加した。～４５分で添加を完了し、淡黄色の透明な粘凋性の液体を得た。容器の温度
を１００℃まで上げるためにバスの温度を１１０℃に上げ、窒素雰囲気下で一晩撹拌を続
けた。
【０１３８】
　翌日測定した試料のＩＲスペクトルは、ＳｉＨピークが極端に弱いかあるいは存在しな
いことを示している。１６３９ｃｍ－１のＩＲスペクトルの極めて弱いピークは、Ｃ＝Ｃ
伸縮バンドによるものであり、過剰のアリルナフタレンの存在に帰属される。
【０１３９】
　ＴＬＣ分析は、完全な反応を示しており、生成物のＲｆ＝０．３７（ヘキサン中２０％
ＭｅＣｌ２）であった。
【０１４０】
　生成物の油をヘキサン（～１００ｍｌ、室温で混和）に溶解させ、活性炭（～１ｇ）と
ともに～４時間撹拌した。次に、焼結ガラスロートのセリット充填層でろ過し、固体をヘ
キサン（～５０ｍｌ）で十分に洗浄した。ヘキサンを留去して、ろ液を濃縮し、窒素気流
下で過剰のアリルナフタレンを～１２０℃の液温で蒸発させた。
【０１４１】
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　過剰のアリルナフタレンを除去した後、得られた淡黄色の油をさらにフラッシュカラム
クロマトグラフィにより精製した。これは、溶離液としてヘキサン、固相としてシリカゲ
ル（Ｂａｋｅｒ　７０２４、４０μ　Ｆｌａｓｈ　Ｃｈｒｏｍａｔｏｇｒａｐｈｙ　Ｐａ
ｃｋｉｎｇ）を使用し、窒素圧力下（～５ｐｓｉ）で達成された。カラムにさらに～１５
０ｍｌのヘキサンを流し、２５０ｍｌ　１ＮＲＢフラスコで透明溶液を蒸留してヘキサン
を回収した。
【０１４２】
　ヘキサンを留去することにより生成物を再構成した後、オイルバス中～１３５℃で窒素
を流した。次に、～１３５℃で撹拌を続けながら、フラスコ内を慎重に７０ｍＴｏｒｒ未
満の圧力まで真空にした。～２時間後、バスの温度を１００℃まで下げ、高真空下で一晩
撹拌を続けた。
【０１４３】
　生成した油（構造式（ＸＩ）で示されるＴＮＰＳＳ星型結合剤）は、無色透明である。
収率：９．１４５ｇ（９１．３％）、ｎＤ

２０＝１．５７６８（ｚ＝２８．５）。ニート
のテトラキス［３－（１－ナフチル）プロピル－ジメチルシロキシ］シランの粘度（Ｂｒ
ｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＬＶＤＶ－ＩＩ＋ＣＰコーン／プレート粘度計（ＣＰＥ－５１　コー
ン））は、２５．１℃で１８８０ｃＰであった。例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　７１
０溶液（ポリメチルフェニルシロキサン）の値は、２５．１℃で５３３．９ｃＰであった
。

【０１４４】
実施例４：本発明の結合剤を用いたホログラフィック記録媒体の作成
　本発明の結合剤を、磁気撹拌棒を備えた容器に入れた。結合剤に、構造式（ＸＩＩ）で
表される二官能性エポキシドモノマーを添加した。

式中、各Ｒ’基は、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチル基系であり、各Ｒ基
はメチル基であり、Ｐｏｌｙｓｅｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｉｎｃ．（ニューヨーク
州メカニックスビル）からＰＣ－１０００という商標名で入手可能である。結合剤の二官
能性モノマーに対する比率は、１．：４６：１．０であった。結合剤と二官能性モノマー
の混合物は、一様な均質混合物を形成するまで撹拌された。この混合物に、ここではＣ８
四量体（ＵＳ　６，７８４，３００（参照することによりその全体がここに組み入れられ
る）、化合物Ｎｏ．ＸＸＩＩ参照）と呼ばれる多官能性モノマーを、二官能性モノマーに
対する多機能性エポキシの比が１．１２：１となるように添加し、その内容物を室温で、
一様な混合物を形成するまで撹拌した。結合剤とモノマーの一様な混合物に増感剤（ルブ
レン）を添加すると、最終記録媒体が約０．０３５重量％濃度で所望の光学密度が得られ
た。増感剤を溶解させるために、混合物を撹拌して６０℃まで加熱した。増感剤が完全に
溶解したら、均質混合物を室温まで冷却した。この混合物に、６重量％のクミルトリヨー
ドニウムテトラキス（ペンタフルオロフェニル）ボレートの最終記録媒体を添加した。Ｐ
ＡＧが溶解するまで混合物を急速に撹拌した。次に、適切なサイズの保存容器に、Ａｃｒ
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ｏｄｉｓｃ（登録商標）ＣＲ２５ｍｍシリンジフィルタと０．２μＰＴＦＥメンブレンを
用いて調合物をろ過した。
【０１４５】
　まず２つの平面ガラス基板を、上と下の基板の内面の間に～３００ミクロンの空間また
はギャップを持つように、平行に、同一平面上に配置して固定することにより、カードタ
イプの媒体を作成した。媒体の組み立て方法の例は、ＵＳ　６，８８１，４６４に見出す
ことができ、その全体の教示がここに組み入れられる。毛管力により、２つの基板の間に
配合物を被覆した。「ギャップ」を完全に満たしたら、媒体はさらなる分析に使用できる
ようになった。
【０１４６】
実施例５：本発明の結合剤を用いて作成されたホログラフィック媒体の促進エージング。
　本発明の結合剤を用いて、一連のホログラフィック配合物を作成した。比較のために、
従来技術の結合剤、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）　７０５を用いてさらにホログ
ラフィック配合物を作成した。それぞれの配合物およびその後のホログラフィック媒体は
、実施例４で概説した手順に従い作成された。作成後、実質的に完全な記録状態をもたら
すために、媒体を完全に露光した。媒体はその後７３℃の炉に入れ、促進エージング条件
を達成した。媒体を定期的に取り出し、物理的、機械的、光学的、または他の欠陥がない
かどうか検査した。例えば、そのような目に見える欠陥とは、（１）亀裂（本願では、基
板間に挟まれた配合物の連続性における分離として定義され、ヘアラインクラックから大
きなひびまで、そのタイプおよびサイズに幅がある）、（２）剥離（本願では、硬化した
、あるいは部分的に硬化した配合物からの基板の分離として定義される）、および（３）
浸出（本願では、硬化した配合物から周辺端部および／または媒体と基板の界面への、移
動成分の移行として定義される）である。
【０１４７】
実施例５Ａ：Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　７０５を移動成分として使用した従来技術の媒体
　結合剤としてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　７０５を使用して作成した媒体を、可視光線で
完全に露光した。本例の媒体を、事前に７３℃±１℃の等温に設定され維持された炉に入
れた。
【０１４８】
　３時間以内に、この媒体の全ての例が上記の不具合の欠陥のうち少なくとも１つを示し
た。典型的には、媒体はまず浸出の兆候を見せ、次にヘアラインクラックが形成してサイ
ズまたは数が増えていき、その後硬化した配合物からの移動相の著しい浸出により剥離が
生じた。
【０１４９】
比較例５Ｂ：構造式（ＩＸ）または（Ｘａ）～（Ｘｄ）の結合剤を使用して、本発明の媒
体を実施例４で概説したように作成した。
　本発明の、構造式（ＩＸ）、（Ｘａ）、（Ｘｂ）、（Ｘｃ）および（Ｘｄ）の結合剤を
使用して作成された一連の媒体を、可視光を用いて完全に露光した。この比較例のための
様々な媒体片を、事前に７３℃±１℃の等温に設定され維持された炉に入れた。３時間後
、剥離または亀裂、あるいは結合剤の浸出の証拠は見られなかった。３０時間後、剥離ま
たは亀裂、あるいは結合剤の浸出の証拠は見られなかった。７３℃±１℃で３００時間後
、剥離または亀裂、あるいは結合剤の浸出の証拠は見られなかった。
【０１５０】
比較例５Ｃ：構造式ＸＩの結合剤を使用して、本発明の媒体を実施例４で概説したように
作成した。
　本発明の結合剤ＸＩを使用して作成された媒体を、上述のように可視光を用いて完全に
露光した。この比較例のための様々な媒体片を、事前に７３℃±１℃の等温に設定され維
持された炉に入れた。３時間後、剥離または亀裂、あるいは結合剤の浸出の証拠は見られ
なかった。３０時間後、剥離または亀裂、あるいは結合剤の浸出の証拠は見られなかった
。結合剤ＸＩを使用した媒体は、３０時間を超え４８時間に満たない時間、７３℃±１℃
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【０１５１】
実施例６：ホログラフィック媒体に結合剤を使用したバルク光散乱
　本発明の結合剤を用いて、一連のホログラフィック配合物を作成した。比較のために、
従来技術の結合剤、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）　７０５を用いてさらにホログ
ラフィック配合物を作成した。それぞれの配合物は、実施例４で述べた手順に従い作成さ
れた。次にそれぞれの配合物を、基板内面間のギャップが４００ミクロンの５０ｍｍ×５
０ｍｍのカードタイプ媒体の作成に使用した。
【０１５２】
　次に、Ｘｅストロボランプ（バルブは可視スペクトルへの露光を制限するためのＵＶカ
ットオフフィルタを備える）を使用して、媒体に光前処理を行った。その前処理工程の後
、媒体を完全に漂白するために、媒体をさらに白色光で露光した。そのような露光条件の
後、以下に詳細の説明する光散乱測定を用いて媒体を検査した。
【０１５３】
　ＨｅＮｅレーザ、積分球およびＡ／Ｄエレクトロニクスを備えた特別設計の散乱計を用
いて、前方散乱測定を行った。試料は、積分球の直前に、レーザ光に対し垂直となるよう
に配置した。３つの異なるｚ方向（垂直方向）の場所における、ｙ軸方向（水平方向）に
１ｍｍ間隔での散乱で測定した。重合した媒体の光散乱性を比較するために、得られたデ
ータの平均を使用した。媒体の平均散乱データからバックグラウンド信号を差し引くこと
により散乱データを正規化するのに使用するために、空気のバックグラウンドの値を測定
した。本発明の結合剤を用いて作成した媒体と、結合剤としてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（
登録商標）　７０５を用いて作成した媒体との比較を示す下の添付図面に、散乱測定結果
を示す。グラフは、それぞれの媒体試料に対し、空気からのバックグラウンド光散乱を考
慮して正規化された、デジタル化平均前方光散乱を示している。
【０１５４】
　その結果は、従来技術の結合剤と比較して、ホログラフィック記録材料の配合に本発明
の結合剤を使用することにより、前方光散乱の５０％を超える削減が有利に達成されるこ
とを示している。削減された散乱は、雑音に対する散乱の寄与に有利となるもので、した
がって記録されるデータページホログラムの信頼性を損なうものであり、さらに、散乱は
、データ密度Ｄ∝１／εｓｃａｔｔｅｒ

０．５（式中、εｓｃａｔｔｅｒは、検出器の方
向へのステラジアンあたりの散乱）という依存性に起因して、達成可能なデータ密度Ｄを
減少させる（Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｏｐｔｉｃｓ，Ｖｏｌ．４３，Ｎｏ．２５，２００４，ｐ
ｐ４９０２－４９１４を参照）。
【０１５５】
　例示的な実施形態を参照しながら、本発明を具体的に示し説明してきたが、添付の請求
項により包含される本発明の範囲から逸脱しない限り、形態や詳細に対する様々な変更が
なされてもよいことが、当業者には理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【０１５６】
【図１】図１は、結合剤としてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）　７０５液を含む比
較例に対する、本発明の結合剤を含む重合化媒体の正規化された前方光散乱を示す棒グラ
フである。
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